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第一章

「ずっとキミに興味があったんだ」











　私の人生は、つらいことや悲しいこともあったけれど、今は幸せだと胸を張って言える。毎日が充実しているし、支えてくれる人がそばにいてくれるから。だけど欲を言えば一度でいいから甘く蕩けるような、幸せな恋愛をしてみたいと願っていた――。




　七時半過ぎ。洗面所でメイクをしていると、キッチンから声が聞こえてきた。

「姉ちゃん、そろそろ出ないと間に合わないんじゃないの？」

「わかってるー！」

　返事をして急いでメイクを済ませた。

　都内の外れにある、築二十五年になる二階建ての一軒家。そこで社会人になって二年目になる私、黒田くろだ美子みこは、高校二年生になる弟の誠まこととふたりで、仲むつまじく暮らしている。

　背中まである黒髪を後ろでひとつに束ねてキッチンへ向かうと、制服の上からエプロンをつけた誠が、せっせとふたり分のお弁当を詰めていた。

「姉ちゃん、詰め終わったからランチバッグにしまってくれる？　俺は片づけるから」

「了解」

　四年前、私が二十歳の時に両親は交通事故に巻き込まれ亡くなった。当時はただ悲しくて、目の前が真っ暗だったけれど、ひとりになったわけじゃなかった。私には誠がいた。彼の存在に救われた。

　幸い家のローンは終わっており、両親の保険金もおりた。だけどこのご時世、なにがあるかわからない。

　両親が遺してくれたお金は学費に使用させてもらい、生活費はバイトをしながら必死に稼いだ。

　今では私も社会人になり、毎月安定したお給料がもらえている。けれど将来、医者になるという夢を抱いている誠のゆくゆくの学費を考えると、それだけでは足りない。だから私は本業の傍ら、叔母が経営する家政婦派遣所で、副業をしている。

「今日は叔母さんのところの仕事があるから遅くなるね。戸締まりはしっかりすること！　先に寝てていいから」

　バッグの中を確認しながら伝えると、身支度を整えていた誠は心配そうに私を見た。

「姉ちゃんさ、働きすぎじゃない？　そんなに生活が苦しいなら俺もバイトするって前から言ってるだろ？　あまりひとりで無理するなよ」

「誠……」

　自分から言っておいて照れくさくなったのか、誠は「そういうことだから」と早口で言うと、リュックを手に玄関へ向かっていく。

　あぁ、もう。可愛い奴め。誠がいるからこそ私は、働くことを苦に思わないというのに。

　彼のあとを追いかけて、後ろから思いっきり抱きしめた。

「ありがとう、誠！　大好きだよ」

「うわっ！　やめろよな、気持ち悪い!!」

　本気で拒否する誠とは裏腹に、私は朝から幸せな気持ちで満たされて家を出た。

　大学を卒業後、就職した先は求人情報サイトを運営する会社。都内のオフィス街にある三十五階建てビルの、二十三階のフロアにある。

　社内は社長室や会議室、控え室など以外は仕切りなどなく、開放的な造りで、所属部署に関係なく社員同士のコミュニケーションがとれるようになっている。

　総従業員数約三百名。創設以来、業績はうなぎ上り。なにかとメディアから注目されている会社だ。

　私の配属先は総務部、庶務課。二十名の同僚と、毎日楽しく切磋琢磨しながら仕事にあたっていた。

　この日の昼休み、庶務課所属の同期、今宮いまみや香苗かなえとやって来たのはビルの一階にあるレストラン街。

　鉄板ハンバーグ店に入り、それぞれ注文を済ませたあと、私は今朝の誠とのやり取りを香苗に自慢した。

「もう最高に可愛いと思わない？　うちの誠」

「はいはい、可愛い可愛い」

　入社当時から意気投合し、今ではなんでも話せる親友。美人だけど、男勝りで思ったことをはっきり言うタイプだ。

　そんな香苗だからこそ私は、なんでも自分のことを話している。当然家庭の事情も。

「家事もできて勉強もできて優しい。おまけにイケメン！　誠は学校で絶対モテていると思うんだよね。あー、こっそり学校生活を覗いてみたい。いや、むしろ早く彼女作って紹介してほしい。それで彼女からお義姉さんって呼ばれたい」

　ニマニマしながら本音を駄々洩れさせると、目の前に座る香苗はドン引きしていた。

「その顔やめてよ」

「えー、だって美子がブラコン過ぎて……。可愛い弟を愛でるのもいいけどさ、そろそろ自分のことを優先させてもいいんじゃないの？　……たとえば、ずっと足踏み状態の恋愛とか」

　彼女の言葉にドキッとなる。

「好きなんでしょ？　……社長のこと」

「もちろん好きだけど……」

　ちょうど注文した料理が運ばれてきて会話は一時中断。

　会社の社長に恋したって、報われないことはわかっている。それでも好きになる気持ちを止められなかった。

　我が社の社長、三十二歳になる南波なんば朔太郎さくたろうは大学在学中に起業し、昨年には上場も果たし、若き成功者として経済雑誌などでよく特集を組まれるほど。

　それというのも南波社長は、身長百八十二センチの長身で整った顔立ちをしている。おまけにジム通いをしているようで、スーツの上からでもわかる逞しい身体はとても魅力的。

　社長という威厳を振りかざすことなく、気さくに私たち社員と接してくれる。しかし経営戦略などでは異彩を放ち、彼を尊敬している者も少なくない。

　私も最初はその中のひとりだった。新入社員の私にも会えばフレンドリーに声をかけてくれた。

　仕事中の厳しい表情は凛々しい。その反面、目尻に皺をたくさん刻む笑顔に胸をときめかされた。

　なによりどんな仕事でも、労いの心を忘れない。私たち庶務課の仕事は会社にとって必要な仕事だと思うけれど、決して華やかな職種の部署ではない。

　時には地味な作業をすることもある。そんな私たちの仕事を、誰よりも褒めてくれるのが南波社長だった。

　半年ほど前、社内の蛍光灯を交換していると、通りかかった彼が「俺がやるよ」と言って代わってくれた。

　社長にやらせるなんて恐れ多かったけれど、「自分の会社のことなんだ、やらせてくれ」と笑顔で言ってくれて、さらには脚立や不要になった蛍光灯の片づけまでやってくれたんだ。「またいつでも頼ってくれ」とも言いながら。

　単純だけど、笑顔で優しくしてもらった瞬間に私は恋に落ちた。いや、本当はもっと前から彼に恋をしていて、この一件が好きだと認識したきっかけだったと思う。

　両親が亡くなってから、誠のためにも頑張らなくちゃと気張っていたからか、南波社長の優しさが身に染みて泣きそうになった。しっかりしなくてはと思えば思うほど、誰かに頼り、甘えたかったのかもしれない。

　それから南波社長のことを知れば知るほど、好きって気持ちは大きくなり、密かに想いを寄せているわけだけど……。

「身分違いなのはよくわかっているし、別に南波社長と恋人になりたいとか思ってないから」

　ハンバーグを頬張りながら言うと、香苗は鋭い視線を向けた。

「どうして？　好きなら恋人になりたいと思うものでしょ？」

「それはそうだけど……。私なんかが相手にされるわけないよ」

　南波社長は当然モテる。月一で彼女を変えているとか、社長令嬢やモデルといったハイスペックな美女ばかりを連れ歩いているとか……。これまでにたくさんの噂を耳にしてきた。

　そんな彼に一社員でしかない私が、相手にされるわけがない。

「香苗だって知ってるでしょ？　南波社長の噂。引く手あまたなのに、わざわざ私みたいな平凡で、しかも自分の会社の社員に手を出そうなんて、絶対思わないでしょ」

　これにはさすがの香苗もなにも言い返せないようで、固く口を結んだ。

　そうだよ、どんなに頑張っても私が彼に恋愛対象として見られることはない。だったら密かに想いを寄せるだけでいい。

「私、今すごく幸せなの。家族がいて仕事があって。おまけに好きな人もいる。片想いでも幸せな気持ちになれるし。……こうして心配してくれる親友もいるしね」

　香苗に向かってにっこり微笑むと、彼女の表情は和らいだ。

「心配するのは当たり前でしょ？　悪いけどこれからもずーっと美子の心配をし続けるからね？」

「ありがとう」

　お互い顔を見合わせ笑ってしまった。

　恋心が報われなくてもいい。だってこれ以上の幸せをねだったら、神様に怒られちゃいそうだし。今の日常を失うことがなければ、それだけで充分だ。

　もう二度と大切な人を失う悲しみを味わいたくないから。

　他愛ない話をしながら食事を終え、食後の珈琲を飲んでいると、私たちの席にある人物がやって来た。

「お疲れ。よく会うな」

「……南波社長!?　あ、お疲れ様です」

「お疲れ様です」

　和やかな空気が一変。私と香苗に緊張がはしる。そんな私たちに彼はにこやかに言う。

「ここのハンバーグ、美味しいよな」

「は、はい……」

　目尻に皺をたくさん作って笑いながら言う彼が眩しい。

「昼休み取るのが遅くなってしまって……。時間が合えば一緒に食事できたのに残念だ」

　なっ……！　とんでもございません！　南波社長とランチを共になどできない。緊張で一口も食べられなくなりそう。

「ありがとうございます。機会がありましたらぜひ」

　言葉が出ない私に代わり香苗がスマートに返すと、南波社長は私たちの伝票を手にした。

「ここは俺が出しておくから」

「え……そんなっ！」

　慌てて立ち上がると、南波社長はふわりと笑った。

「気にしないで。俺が出したいだけなんだから。……それじゃまた会社で」

　そう言うと、颯爽と奥の席へ向かう彼の背中を私と香苗は呆然と眺めてしまう。

「また奢ってもらっちゃったね」

　実はこうして南波社長と鉢合わせることも、奢ってもらうことも初めてではなかった。ここ最近、何度か同じことがあった。その度に彼はスマートに私たちの分の会計もしてくれるんだ。

　力なく椅子に腰を下ろすと、なぜか香苗がジーッと私を見つめていた。

「えっと……どうしたの？」

　様子を窺いながら聞くと、疑いめいた目を私に向けた。

「ここ最近、ずっと思っていたんだけどさ。……南波社長って美子狙いじゃないの？」

「……まさか」

　突拍子もないことを言うものだから、一瞬フリーズしちゃったじゃない。

「なに言ってるの？　そんなわけないじゃない」

　だけど香苗は表情を変えず、周囲に聞こえないよう声を潜めた。

「だってここのところ、よく南波社長と会うと思わない？　私も一緒にいるのに、美子のことしか眼中にない感じだし。……案外両想いだったりして」

「絶対あり得ないから」

　笑いながら否定したものの、香苗は「そうかなぁ」なんて、私を戸惑わせるようなことを言う。

「百パーセントないよ。はい、この話はもうおしまい！　そろそろ戻ろう。昼休み過ぎちゃうよ」

　時計を見ると本当に急いで戻らないと、間に合わない時間。香苗も慌てて立ち上がり、ふたりで足早に会社へと戻った。

　もう、香苗が変なことを言うから……。

　午後の勤務が始まっても、私の心はざわざわしたまま。

　たしかに最近、昼休み中によく南波社長と会っていた。でもそれは偶然であって、特に意味などないはず。

　何度も自分にそう言い聞かせても、香苗の言葉がなかなか頭から離れてくれなかった。




　次の日曜日。叔母さんから連絡が入ったのは十五時過ぎ。「緊急事態だから助けてほしい」と言われたら、行かないわけにはいかない。

　塾に行っている誠にメッセージを送り、夕食の準備をして家をあとにした。

　叔母さんが社長を務める家政婦派遣所は、都内の一角にある。

　お得意様は会社経営者や有名企業の重役、さらにはテレビに出るような有名人ばかり。秘密厳守、きめ細かなサービスを徹底している。

　私はここで大学時代、事務のバイトをしていた。今も会社で副業は禁止されていないため、仕事を手伝っている。

「美子ちゃん～！　よく来てくれたわ」

　実に情けない声を出して、事務所に入るなり私に抱きついてきたのが叔母さん。今年で五十五歳になるけれど、見た目は実年齢より若い。

「どうしたんですか？　なにかトラブルでも？」

　叔母さんを引き離しながら問うと、彼女は目をうるうるさせた。

「そうなの、大トラブルなの。ひとり急遽休みになっちゃって……。私もこのあと、大事な打ち合わせがあって行けなくて……。だからお願い美子ちゃん、今日だけでいいから家政婦としてお客様の家に行ってくれないかな？」

「家政婦としてって……無理ですよ、私には！」

　すぐに手を左右に振って拒否した。

「雇用先がどれだけすごいお宅か、嫌というほど知っていますから！　私みたいな素人が行ったら苦情……いや、契約解除されかねませんよ？」

　必死に言うものの、よほど追い詰められているのか叔母さんは引き下がらない。

「大丈夫よ、美子ちゃんは料理も掃除もできるじゃない。誠に教えたのだって美子ちゃんだし。それにね、お客様は家事をやってほしいんじゃなくて、教えてほしいっていうのよ」

「え……教えてほしい？」

　思わず聞き返すと、叔母さんは頷いた。

「珍しいでしょ？　自分の身の回りのことは自分でやりたいんですって。昨日依頼が入って、さっそく今日から……となったのに、いきなりキャンセルしたら信用にかかわるでしょ？」

「それはそうだけど……」

「今日だけでいいから！　お願いします!!」

　必死に頭を下げる叔母さんを前に、断れるはずなどなかった。




「うわぁ……すごいマンション」

　叔母さんに押し切られ、渡された住所を頼りにやって来たのは、都市開発が進む場所にあるタワーマンション。

　えっと……ここの三十階？　ってことは、もしかして最上階の住人なの!?

　言われるがまま来ちゃったけれど、本当に私で大丈夫？　私、上流階級の人たちが食べるような料理なんて教えられないよ？

　今すぐに引き返したい気持ちでいっぱいになるものの、すぐに叔母さんの顔が頭をよぎる。

　と、とにかく一度伺って事情を説明しよう。やっぱり私には務まらないもの。

「……よし！」

　気合いを入れてタワーマンションへ足を踏み入れた。そこはまるで別世界だった。全面大理石の床を進んでいくと、右側にはカウンターがあり、コンシェルジュの姿があった。

「こんばんは」

　にこやかに挨拶をされると、萎縮してしまう。

「あ、すみません、えっと……」

　要件と、伺うお宅を言えば通してくれるって叔母さんが言っていたよね。

　必死に思い出して預かった書類を見ると、目を疑う名前が飛び込んできた。

　え……南波様？　ちょ、ちょっと待って。南波朔太郎って、もしかして南波社長なの？　いや、でもまだ南波社長と決まったわけじゃないし。同姓同名の可能性もある。

　でもどこにでもいるような名前じゃないよね？　それじゃやっぱり南波社長……？

　動揺する私を不審に思ったコンシェルジュが声を上げた。

「あの……」

　疑いめいた目を向けられていることに気づき、急いで事情を説明する。家主に連絡を取ってもらい、私は無事にエレベーターホールへと案内された。

　最上階に向かうエレベーターの中で、食い入るように見てしまうのは、叔母さんから預かった書類。

　名前も年齢も南波社長と同じだけど、まさか……ね。そんな偶然あるわけないよね。

　そう自分に言い聞かせながらエレベーターから降りて、部屋のドアの前まで来た。そこで一度大きく深呼吸をして、これからのことを頭の中でシミュレーションする。

　まずは派遣予定だった者が来られなくなったことをお詫びして、それから事情を説明して……。

　必死に考えていると、急にドアが開いた。

「わっ!?」

　思わず声を上げてしまうも、ドアの先に立つ人物を目にした途端、声が続かなくなる。

「どうして黒田がここに……？」

　やはり依頼主は南波社長だった。




「なるほど、な。それで黒田が来てくれたわけだ」

「……はい」

　南波社長は、コンシェルジュから連絡があったのに、いつまでたっても上がってこない私を心配して、様子を見に行こうとしてくれたようで……。そうしたら私がドアの前にいて、とても驚いていた。

　そんな彼に言われるがまま説明をしたけれど、私は微動だにできずにいた。出された珈琲など一口も飲めていない。

　それというのも、説明を求められ家に招き入れられた私は、リビングのソファに座るよう促された。しかもピタリと南波社長が寄り添った状態で。

　ど、どうしよう。ドキドキを通り越して緊張しすぎてお腹が痛い。だって南波社長と肩が触れているし、なんだかいい匂いがするし……。

　パニックになっている私の横で、なにやら南波社長は「うーん」と唸る。

「じゃあ次回からは黒田は来てくれないんだよな？」

「は、はい。次回からはプロの方がいらっしゃいますので、しっかりとご希望に添えるかと。……本日は本当に申し訳ありませんでした」

　我に返って頭を下げると、南波社長はとんでもないことを口にした。

「いや、できるなら俺は今後もずっと黒田に来てほしいんだが」

「えっ？　私……ですか？」

　びっくりして自分自身を指差すと、彼は咳払いをした。

「正直、この歳になって家事を習うのは恥ずかしくもある。……でも面識のある黒田に教えてもらえると、気負うことなく非常に助かるんだが……」

　チラッと見られた瞬間、首を大きく左右に振った。

「そんな、無理です！　南波社長に教えられるほど家事スキルは高くないですし……」

「でも家では、やっているんだろ？　プロのように完璧に覚えたいわけじゃないんだ。少しでも身の回りのことを、自分でできるようになりたいだけ。だったら黒田のほうが適任だと思わないか？」

　私は事務員として働いているわけだし、一度も実務を積んだわけではない。だけど……。

「お願いだ、黒田。……引き受けてくれないか？」

　うっ……！　南波社長にお願いされると断れない。しかし私の独断で決められることでもない。

「あの、社長である叔母の指示を仰いで、後日お返事をさせていただくという形でもよろしいでしょうか？」

「ありがとう、前向きに検討してくれて。俺からもお願いしてみるよ」

　よかった、ひとまず切り抜けることができて。叔母さんから丁重に断ってもらおう。

　ずっと張り詰めていた糸が少し緩むと、周りが見えてくる。壁に掛けられている時計を見ると、思った以上に時間が過ぎていたことに気づいた。

「すみません、長居してしまって……！　あ、もちろん本日分の利用料金はいただきませんのでご安心ください。改めて叔母からご連絡いたしますので」

　いつまでもここにいたら心臓が持たない。出してもらった珈琲を飲んで帰ろうとカップに手を伸ばした時。

「まだ帰さないよ」

「――え。きゃっ!?」

　カップを掴む前に身体を押され、あっという間にソファに押し倒された。

　え……えっ!?

　覆い被さる南波社長に、頭の中が真っ白になる。

　これは現実？　それとも私の願望から起こった妄想？　それさえもわからなくなるほど衝撃的な現状に、瞬きすることさえできなくなる。

　ただジッと私を見下ろす彼を見つめていると、眉間に皺を刻んだ。

「黒田は少し、危機管理能力に欠けていないか？」

「き、危機管理能力……ですか？」

　声を上擦らせながら尋ねると、南波社長の大きな手が私の頬に触れて心臓が飛び跳ねた。

「あぁ。いくら顔なじみと言っても俺だって男だ。それなのに簡単に家に上がるのは危険だと認識したほうがいい。チャンスとばかりに、こうして襲われることもある」

　き、危険って……。だって相手は南波社長だよ？　彼が私を女として見るわけない。

　だけどトクン、トクンと胸の鼓動の速さが増す中、彼は実に色っぽい声で囁いた。

「ずっと黒田に興味があったんだ。こうして自ら俺の懐に飛び込んできたお前をやすやすと逃すほど、俺は出来た男じゃない」

「えっ……」

　からかっているわけじゃないの？　本気？

　妖艶な表情で私を見つめる彼は、いつもの南波社長じゃない。ひとりの男性なんだって思い知らされる。

　どうしよう、どうしたらいい？　……でも。

　さっきから私を見る彼の瞳は甘くて、胸が苦しくなる。

　私……このまま南波社長に一度きりの関係でもいいから、抱かれてもいいって思っている。だって私は彼のことが好きだから。

　社長である彼と、こうしてふたりっきりになる機会なんてもう二度とないかもしれない。

　だったら一生に一度の思い出作りとして、甘い雰囲気に流されてもいいのかも。

　頭の中では、付き合っていないのにそういうことをしたらダメだとわかっていても、ゆっくりと近づく距離に抗うことはできなかった。










第二章

「俺だけだからな？」











「黒田、米を研ぐにはこれを使えばいいのか？」

　南波社長が手にしているのは、まさかの食器用洗剤。

「ち、違います！　水でいいんです!!」

　慌てて彼から洗剤を奪い、米の研ぎかたを丁寧に教えていった。

　叔母さんの会社に依頼してきたのが、まさかの南波社長だったことが判明した日から早二週間。

　私は南波社長の指名を受けて週三回、彼のマンションを訪れていた。

　叔母さんは断ってくれるどころか、「お客様の希望はすべて叶えるのがポリシーなの！」なんて言いながら、コソッと「会社の社長なんでしょ？　目指せ、玉の輿！」なんてとんでもないことを言って姪を送り出した。

　最後に「もちろん事務職より、給料は弾むわよ？　特別ボーナス出してあげる」と言われたら、断れるはずなかった。

　会社の人には、私がこうして南波社長の家に家政婦として通っていることは秘密にしている。今回に関しては香苗にも内緒。

　そんなわけで火、木、土の三日間こうして南波社長に家事を教えに来ているわけだけど……。

　今でもあの日の夜のことを思い出すと恥ずかしくて、「わー!!」と叫んで走り回りたくなる。

　私の指示通り、不慣れな手つきで米を研ぐ彼の横顔を眺めながら、押し倒された日の夜のことを思い出した。
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　彼の整った顔が間近に迫り、私は覚悟を決めるようにギュッと瞼を閉じた。

　キス、される――。そう思った矢先、突如鼻に痛みがはしる。

「いっ!?」

　びっくりして目を開くと、少しでも動いたら唇が触れてしまいそうな距離に南波社長の顔があって、瞬きさえできなくなる。

　そんな私を彼は一睨みした。

「ほら、こういうところが危機感なさすぎるって言ってるんだ。いいか？　この状況で目を閉じたら、男は誰だってＯＫだと勘違いするからな？」

「えっ……えっ？」

　あ、あれ？　なにがどうなってるの？

　混乱している間に南波社長は私の上から退き、抱き起こしてくれた。そして乱れた髪を優しく整える。

「鼻、摘んで悪かった。……でもあの状況で目を閉じたお前も悪いんだからな？　今後は安易に男の家に上がったり、簡単に密着させたりするなよ？　どうやったって男の力には勝てないんだ。逃げ場もないだろ？」

「は、はい」

　返事をしたものの、いまだにパニック状態。

　私……てっきりあのまま南波社長に抱かれるんだと思っていた。いや、むしろそれでもいいと思っていたよね？

　だけど違った。彼は私に注意するために、ああいうことをしたってこと？　そ、それなのに私ってば……！

　恥ずかしすぎる。今、目の前に大きな穴があったらすっぽり入りたいくらいに。

　羞恥心でいっぱいになっていると、髪に触れていた手が離れていく。ふと南波社長を見ると、真剣な瞳が向けられていて胸がざわついた。

「他の男の家に上がったり、こうして無防備に触られたりするのは禁止。……俺だけだからな？」

「――え」

　意味深な言葉にドキッとなる。

　だってなんかこれって、その……付き合っているみたいじゃない？　「俺だけ」だなんて。

　なにも言えずにいると、彼は立ち上がった。

「遅いし送るよ。待ってて、準備してくるから」

「いいえ、そんなっ！　大丈夫です!!」

　送っていただくなんてとんでもない！　私もすぐに立ち上がり断るものの、南波社長は引き下がらなかった。

「いいから。これは社長命令だ」

「……っ！」

　それを言われたら口を結ぶしかない。なにも言えずにいると、彼は微笑した。

「いい子だ」

　なんて言いながら彼は準備のため、リビングから出ていった。

　そのあと、叔母さんに報告するために会社に寄りたいと伝えると、私を会社まで送り届けてくれた。

　車内では仕事のことなど、なにかと話を振られていたけれど、私の頭の中はマンションで言われた彼の言葉が繰り返されていて、相槌を打つだけで精いっぱいだった。

　どうして南波社長は、「他の男の家に上がったり、こうして無防備に触られたりするのは禁止。……俺だけだからな？」なんて言ったのだろう。

　別に意味なんてない？　ただ、私の反応を見て面白がっていただけだろうか。……きっとそう、だよね。特に深い意味なんてないはず。

　そう自分に言い聞かせても、ふとした瞬間に思い出しては恥ずかしくなり、彼の言葉の意味に思いを巡らせてばかりだった。
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　あんなことをしたり言ったりしたくせに、次の日、会社で顔を合わせてもこうして家を訪ねても、彼は以前と変わらない。あの日の出来事がなかったかのように接してくる。

　おかげで私は、やっぱり自分の都合の良い妄想を見ていただけかも……なんて思い始めている。

　彼の家に家政婦として通うようになり、まずは掃除から覚えたいと言われた。教えながら一緒に家の中を掃除したわけだけど、そこで私は見てはいけないものをいくつか見つけてしまった。

　ソファの隙間に女もののピアスや指輪が落ちていたり、洗面所にはさり気なく女性の洗顔フォームや基礎化粧水が並んでいたり……。

　家の至るところに女性の影があり、噂は本当だったんだと身を以て知った。

　こうして私を指名したのは、教えてもらうのに気を使わないからであって、特に深い意味はない。

　だったら私はこれまで通り、密かに彼を想い続けていればいいだけなんだけど……。

「黒田、セット完了だ。あとはスイッチを押すだけでいいんだよな？」

「はい、そうです」

　米研ぎが終了し、炊飯ボタンを押すだけの行為になぜかハラハラしている。おまけに押し終えると、少年のように喜ぶものだから、こっちの心臓が持たない。

　ひとつひとつできるたびに一喜一憂する姿は、失礼だとわかりつつも可愛くて、会社で凛と働く姿とのギャップに、胸を鷲掴みされている。

　それにカッコよくて仕事がデキる完璧な彼が、実は家事全般苦手とか母性本能をくすぐられる。

　確実に私、この二週間で以前よりもっと南波社長のことを好きになっている。

「黒田、今日もありがとうな」

「いいえ。次回からは包丁を使って実際に調理してみましょう」

　この日の契約時間の二時間を終え、南波社長は玄関まで私を見送りにきた。

「本当に今日も送っていかなくて大丈夫か？」

「はい、タクシーを手配してありますから」

　もちろんタクシーなど手配していない。少し歩けば駅があるし人通りは多いもの。第一タクシーなんてもったいなくて使えない。

　南波社長は毎回タクシー代を出すと言ってくれるけれど、丁寧にお断りしている。

　靴を履きながら伝えると、彼は疑いめいた目で私を見ていた。

「毎回ちゃんとタクシーを手配しているんだよな？　俺に遠慮して嘘をついているわけではないんだよな？」

　思わずギクッと反応しそうになり、慌てて笑顔を取り繕った。

「嘘なんてついていませんよ？」

「……それならいいが」

　とは言いながら、まだ彼の疑いは晴れていない様子。

「気をつけて帰れよ。……心配だから」

　心配なのは、一部下としてだよね？　特別な意味なんてないよね？

　そう自分に言い聞かせていても、彼の言葉が嬉しくて胸が苦しくなる。だけどそれに気づかれないよう唇を噛みしめた。

「ありがとうございます。それではまた」

「あぁ、次回も頼む」

「はい、失礼します」

　彼に見送られてエレベーターに乗り込んだところで、深いため息が漏れた。

「勘違いしそうになる」

　静かなエレベーター内に響く自分の声。

　心配してくれるのは彼の優しさだ。……でもそれがつらい。優しくされるたびに、嬉しいと同時に切なくなる。

　一階に着き、エレベーターのドアが開くと最近よく出くわす、住人の若い男性が立っていた。

　なんとなく会釈をすると、「こんばんは」と挨拶された。

「あ……こんばんは」

　挨拶を返してそそくさとエレベーターを降りた。

　もしかして住人と勘違いされたかな？　こんな高級マンションに住めるような人間じゃないのに。

　外に出ると自然と足は止まり、そびえ立つ高層マンションを眺めてしまう。

　そうだよ、南波社長はこんなすごいところに住めちゃうような人で、私とは住む世界が違うんだ。

　思いがけず彼と接する時間が増えたけれど、勘違いしたらだめ。私は一社員であり、家政婦として依頼されて派遣されているだけなんだから。

　何度も自分に言い聞かせないと、好きって気持ちがもっと膨らみそうだ。気を引き締めないと。

　自分に言い聞かせながら電車に乗って帰宅すると、誠が夕食を作って待っていてくれた。

「ねぇ、誠。別にいつも待っていなくてもいいんだからね？　遅くなる時は先に食べてていいから」

　叔母さんのところで仕事がある日は、帰宅時間は二十一時を過ぎてしまう。二十二時になる日もある。それなのにこうして待っていてもらうのは忍びない。

　その思いで言ったものの、誠は「平気」と言う。

「それにたったふたりの家族じゃん。……せめて食事くらい一緒に取りたいし」

「誠……」

　あぁ、もう。本当に誠ってばなんていい子だろうか。きっと天国にいる両親も立派に育って……！　と涙しているに違いない。

　箸はすっかり止まり、ひとり感動していると、誠は怪訝そうに私を見た。

「姉ちゃん、聞いてる？」

「え、あっ……ごめん、なに？」

　ハッとして聞くと、彼は小さく息を吐いた。

「だから二ヵ月後、十日間海外研修で俺イギリスに行くけど、ひとりで本当に大丈夫かって聞いてるの」

　そうだった。誠の学校では高校二年生で豪華にイギリスへ行くんだよね。地元の民家で三日間のホームステイも予定している。

　英語に力を入れている学校で、それが進学場所に決めた理由のひとつでもあった。

「大丈夫だよ、ひとりでも。それに誠ってば私のこと、いくつだと思ってるの？　十日間くらい平気だって」

　笑って言うものの、彼は顔をしかめた。

「俺がいないからって毎日コンビニ弁当にするなよ？　数日分のおかずは作り置きしておくから、しっかり栄養のあるものを食べろよな。姉ちゃん、疲れると面倒になって料理作れるくせに作らなくなるだろ？」

　なにも言い返せなくなる。

　そうなんだよね、社会人になってから仕事で体力を消耗し、帰宅後に料理を作る気になれなかった。

　それで誠が料理を作ってくれるようになったんだ。今も平日は誠にほとんどお願いし、私は休日や仕事が早く終わった日に作るようにしている。

「それと朝は目覚まし時計をふたつ以上セットしろよ？　姉ちゃん、ひとつだけじゃ絶対起きられないから」

「……はい」

　叱られている子供の気分だ。最近の誠は、よく母親みたいなことを言ってくる。だけどそれが幸せだなーとしみじみ感じてしまうんだよね。

「姉ちゃん、ちゃんと俺の話聞いてる？」

　ニマニマしていると、声に棘を生やして言われた。

「聞いてるよ、大丈夫。……なにも心配せずに楽しんでおいで。きっと一生の思い出になるから」

「……うん」

　私も高校の修学旅行は今でも楽しい思い出として残っている。誠にも楽しんできてほしい。

「お小遣いは姉ちゃんに任せなさい！　たっぷり持たせてあげるからね」

「いいよ、別に」

「よくないよー。お土産たくさん買ってきてほしいもん」

「なんだよ、お土産が目当てかよ」

「当たり前でしょ？　イギリスなんて滅多に行けないもの」

　そんな話をしながら、誠と楽しい夕食の時間を過ごした。




「へぇ、誠君の学校はイギリスに行くんだ。いいね」

「ねー、羨ましいよね」

　次の日の昼休み、いつものように香苗とランチを共にしていた。今日はお互い和食の気分で、煮魚定食と焼き魚定食をそれぞれ注文。箸を進めながら話は昨夜の誠とのやり取りになる。

「それにしても誠君、すっかり家事ができる男に成長したのね」

「そうなの。料理も掃除も私より上手かもしれない」

　姉弟でもズボラな私とは違い、誠は几帳面だから余計かも。

「私はひとりっ子だから、いつも美子の話を聞いていると羨ましくなるよ。だから結婚したら絶対子供はふたり以上産むんだ」

「私もふたり以上ほしいな」

　よほどのことがない限り、どうしたって親が先にこの世を去ることになる。そうなった時に姉弟がいたら、どれほど心強いか身を以て経験しているから余計にそう思う。

　香苗との話に夢中になっていると、隣の椅子を引く音が聞こえてきた。

「ここ、相席いいか？」

　すぐに横を見ると、笑顔の南波社長が座っていて目を剥く。それは香苗も同じ。

「南波社長……？　え、どうしてここに？」

　彼はお冷を持ってきた店員に私と同じ煮魚定食を注文した。そして驚く私たちに説明する。

「見ての通り満席だったから諦めようかと思っていたところに、黒田たちがいてくれて助かったよ」

　たしかにこの時間、店内は満席。私たちは早く来られたおかげで四人テーブル席を使っている。だから相席となっても構わないんだけれど……。

　チラッと隣を見ると、肩が触れそうな距離に南波社長がいて急激に胸が苦しくなる。

　うっ……！　だめだ、こんなに距離が近いと恥ずかしくてご飯が食べられない。

　すっかり箸が止まる中、どうやら私たちの話を耳にしていたようで聞いてきた。

「ふたりとも結婚したら、子供はふたり以上欲しいんだ？」

「えっ!?」

「あの、それはっ……！」

　まさか聞かれているとは夢にも思わず。香苗とふたり恥ずかしくなり慌てふためく。

　そんな私たちを見て、南波社長はクスリと笑った。

「俺も同感。結婚したら子供はふたり以上欲しいな。賑やかな家庭には憧れる」

　私を見つめながら甘い顔で言われ、胸の鼓動の速さが増す。

　べ、別に私だけに言っているわけじゃないでしょ？　私と香苗に話していて、話の流れで南波社長も自分の考えを述べたまでで……。なんて必死に自分に言い聞かせないと、変に勘違いしそうになる。いまだに彼が私に甘い瞳を向けているから余計に。

　すると香苗が急にわざとらしく声を上げた。

「あ、あの南波社長……！　私も賑やかな家庭には強く憧れているんです。それというのも、美子から弟さんの話を毎日のように聞いているからでして」

　えっ、ちょっと香苗ってば急になに言って……。

「へぇ、それは興味深いな。黒田からどんな話を聞いているんだ？」

　南波社長の興味を引き出した香苗は、水を得た魚の如く私の話をし出した。

「美子は両親亡きあと、高校生になる弟さんを養っているんです。　弟さんもお姉さん思いで……。ひとりっ子の私には羨ましい間柄であり、なにより家族ふたりで支え合って生きているふたりを尊敬しています！」

　こ、これは香苗……！　私の恋のアシストをしようとしている？　いつもは誠の話を呆れ顔で聞いているくせに、妙に私のことを褒めちぎっているもの。

　どうやら私の読みは当たっていたようで、南波社長に気づかれないよう目配せしてきた。「美子のことを知って、好きになってもらうチャンスだよ」と言うように。

　香苗の気持ちはありがたいけれど、正直こんな身の上話を聞かされたって彼を困らせるだけじゃないだろうか。

　香苗には悪気はなく、私のためを思って話してくれたと思うけれど……。大抵の人はこんな話をされたら気まずくなり、聞いてごめんと謝ってきたり、同情の言葉をかけてきたりする。

　香苗くらいだ、話を聞いても明るく「同い年とは思えないほどしっかりしている」「偉い、応援するよ」と言ってくれたのは。

　きっと南波社長にも「大変だったんだな」と声をかけられると思っていたんだけど……。

「なるほど、だから黒田はしっかりしているし、家事全般が得意なんだな」「えっ……」

　南波社長は顎に手を当てて、納得したように何度も頷く。そして私を見るとふわりと笑った。

「明るくて優しくて家族思い。家事もできて可愛いお前と結婚できる男は幸せだな」

「……っ!?」

　お世辞とはわかっていても、南波社長の口からそんなことを言われたら嫌でも期待しちゃうじゃない。

　もしかして南波社長、私と結婚できたら幸せだと思っている？　って。そんなことあるわけないのに。

　自惚れたらだめだと必死に自分に言い聞かせていると、南波社長は急に焦った様子で尋ねてきた。

「そうとは知らず、週に三回も夜に家に来てもらい申し訳なかった。大丈夫なのか？　弟さんは」

　心配する南波社長に慌てて答えた。

「大丈夫です。お恥ずかしい話、弟は私よりしっかりしているので。私が仕事の日は弟が家のことをやってくれているんです」

「そうなのか。……じゃあ黒田は家では、意外とだらしないのか？」

　からかい口調で聞いてきた彼に、かあっと顔が熱くなる。

「いいえ！　そういうわけではっ……！　休日は私が家のことをやっていますし」

　ボソッと言うと、南波社長はクスクスと笑う。

　恥ずかしいのになんでだろう。南波社長から目が離せなくなる。やっぱり私、彼の笑顔が好きだな。

　南波社長の笑顔を眺めてしまっていると、静観していた香苗が疑いめいた声で聞いてきた。

「え、ちょっと美子……どういうこと？　南波社長の家に週に三回も通っているって。……えっ？」

　香苗はだいぶ混乱している様子。そうだよね、びっくりするよね。私と南波社長のさっきの会話、ちょっと意味深だったし。

　すぐに説明しようと思ったものの、思い止まる。叔母さんの会社は依頼主の秘密厳守。いくら親友といえど話すわけにはいかないから、内緒にしていたわけだし……。

　どうしたものかと悩んでいると、南波社長は私と香苗を交互に見て目をパチクリさせた。

「なんだ、黒田。今宮に話していなかったのか？　俺たちの関係を」

「俺たちの関係って……えっ!?　ちょっと美子！　あんた南波社長といつの間にっ……!?」

「なっ……！　南波社長!?」

　南波社長が誤解を招くようなことを言うから、香苗ってば勘違いしてひとり興奮しちゃっている。

　すぐに声を荒らげるものの、ちょうど彼が注文した煮魚定食が運ばれてきて、会話は一時中断。

　笑いをこらえながら割り箸を割って、南波社長はいまだに期待した眼差しで私たちを見る香苗に説明してくれた。

「そうだったんですね、家政婦としてですか……」

　南波社長から説明を受けた香苗は、納得しながらもどこか残念がっている。

「ごめんね、話さなくて。叔母さんの会社、顧客の情報は他言できないから、それで……」

　謝ると、香苗は笑って「大丈夫、知ってるから。気にしないで」と明るく言ってくれた。そして次に彼女は南波社長を見る。

「それにしても南波社長も人が悪いです。私はてっきり美子と付き合っているのかと……」

「ちょ、ちょっと香苗！」

　香苗ってば、なんてことを言ってるの！

　これにはさすがに慌てて止めに入る。だって香苗の物言い……遠回しに、付き合っていなくて残念と言っているようなものじゃない？

　大丈夫かな、南波社長に変に思われなかったかな？

　チラチラと彼の様子を窺っていると、重なり合う視線。南波社長は食べる手を休めると、胸が高鳴る私を見つめたまま言った。

「俺はずっと黒田と付き合えたら……と思っているけどね」

　――え、なに、それ。冗談、だよね？

　バクバクと心臓がうるさいのに、彼の真意が気になって目を逸らすことができない。

　南波社長は私から香苗へと目を向けた。

「俺なりに頑張っているところだから、今宮が応援してくれると心強い」

「もっ、もちろんです！　全力で応援します!!」

「ありがとう」

　力強く言う香苗に、南波社長はにこやかに返す。

　冗談だよね？　ふざけて言っているだけだよね？　だってまさか南波社長が、私と付き合いたいと思っているなんて……。

　彼の言葉ひとつひとつに、さっきから心を大きく乱されている。

　あり得ないと思いつつも、心のどこかで本心であったら……と願っている自分がいて、私から追及することなどできなかった。

　食事を終えるといつも通り払うと言う私たちの制止を振り切り、今日も彼に奢ってもらってしまった。

　これから打ち合わせに出る南波社長と店先で別れ、オフィスに戻る道中、香苗は興奮冷めやらない様子。

「やっぱり南波社長は美子狙いだったんだよ!!　やったじゃん、両想いだよ！」

　バシバシと私の背中を叩いてくる香苗に、私は苦笑いしてしまう。

「もう、香苗ってば南波社長の話を信じたの？　……冗談に決まってるでしょ？　私と付き合いたいと思っているなんて」

　平静を装って言うものの、内心では動揺している。あんなことを言われて冷静でいられるわけがない。……だって私は南波社長のことが好きだから。

　でも本気にしたら傷つくだけ。絶対冗談で言ったんだって自分に言い聞かせていた。

　それなのに香苗は「うーん」と唸る。

「そうかなぁ？　南波社長、とても冗談で言っているようには見えなかったけど……」

「もう、私に期待を持たせるようなことを言うのはやめて。……いいの、片想いのままで！　好きでいる分には傷つくこともないでしょ？」

「それはそうだけど……」

　なにか言いたそうに濁す香苗に、明るく言った。

「この話はもうおしまい！　早く戻ろう」

「……うん」

　煮え切らない様子の香苗の腕を引き、会社へと急ぐ。

　だってこれ以上香苗に言われると、南波社長の言葉を信じてみたくなるから。もしかしたら両想いなのかもしれない。――なんて、そんなわけないのに。

　だけど仕事をしていても、帰宅してからもこの日、南波社長に言われた言葉が頭から離れることはなく、思い悩みながら過ごした。










第三章

「俺はずっと、お前のことが好きだったよ」











　土曜日の十八時十分前。南波社長のマンションの前で立ち止まり、かれこれ五分以上経つ。

　そろそろ伺わないといけない時間。だけどこの前のことを思い出すと、彼に会う前に心を落ち着かせる時間が必要だ。

　こんなに動揺しているのは私だけなんだろうな……と思うと、今度は落ち込む。

　香苗と南波社長の三人でランチを共にしたのが二日前。その日の夜は、南波社長のお宅に伺う予定だったんだけど、彼の仕事の打ち合わせが長引き、キャンセルの連絡が入った。

　おかげでその日は、南波社長と顔を合わせずに済んだんだけど……今日はキャンセルの連絡が入っていない。

　通常通りこうして来たものの、緊張でさっきから手が震えている。

　南波社長は、ただ話の流れで冗談を言っただけ！　と頭ではわかっていても、やっぱり意識してしまう。

　あり得ないと言い聞かせつつ、どこかで期待している自分もいるから。高望みしない。……でも、やっぱり好きな人と気持ちが通じ合う未来を願ってもいる。

　矛盾する思いに悩んでいる間も、刻々と時間は過ぎていく。そろそろ行かないと。

「……よし！」

　覚悟を決めて一歩踏み出した。




「いらっしゃい、一昨日は悪かったな。急にキャンセルしてしまい」

「いいえ、そんな。お仕事、お疲れ様でした」

　玄関のドアを開けてくれて、部屋に招き入れられるとすぐに謝罪され、恐縮してしまう。

　だけどやっぱり彼はいつも通りだ。ひとりで勝手に意識して思い悩んでいた自分が恥ずかしい。

　すると南波社長は申し訳なさそうに続けた。

「来てもらっておいて悪いんだが、三十分だけ待ってもらえるか？　ひとつ片づけたい仕事があって……」

「もちろんです！　気にせずお仕事なさってください。私はその間、部屋のお掃除をさせていただきますね」

　むしろひとりの時間を少しもらえて大変助かる。一昨日の彼の言葉をきれいさっぱり忘れて、仕事を全うしなくては。

　持参したエプロンを付けていると、南波社長の大きな手が私の頭に触れた。

「えっ……」

　びっくりして顔を上げれば、彼はそっと私の頭を撫でていく。

「ありがとう。……急いで終わりにするから待ってて」

「……は、い」

　南波社長があまりに優しく笑うものだから、胸が苦しくて声が震えた。

「リビングだけ頼む」と言うと、彼は書斎へ入っていった。

　パタンとドアが閉まった後も、胸がぎゅうぎゅうに締めつけられて苦しい。おもむろに撫でられた頭に触れてしまう。

　あんなの、反則。優しい顔で「待ってて」だなんて――。

　思い出してはまた、いっぱいいっぱいになる。

「と、とにかく掃除しないと……！」

　廊下の納戸から掃除機を手に戻り、リビングの掃除に取りかかる。

　たしか前回、卵焼きを作れるようになりたいって言っていたよね。リビングの掃除を終え、キッチンへ入り冷蔵庫の中を確認した。

　ん、卵もちゃんと買ってくれてる。調理器具も準備しておこうかな。そろそろ三十分経つ頃だよね。

　冷蔵庫を閉めてキッチンへ目を向けた時、流し台の隅に光る物が目に入った。

「これは……」

　何気なしに手に取ると、高価そうなピンキーリングだった。

　明らかに女性のものだよね？　ってことは、このキッチンに私以外の女性が立ったんだ。

　最初からわかっていたことじゃない。南波社長の噂は、数多く聞いていたし。こうして家に訪ねてくる相手がいても不思議じゃない。それなのに……。

　指輪を見つめたまま、醜い感情に覆われていく。

　私と彼の関係は、偶然にも南波社長が叔母さんの会社に依頼をして、たまたまピンチヒッターで私が向かい、そこから始まっただけに過ぎないのに。週に三回、まだ数えるほど夜の二時間を共に過ごしただけなのに、心のどこかで自惚れていたのかもしれない。彼の一番近くにいる女性は、自分かもしれないと。

　完璧だと思っていた南波社長の、意外な一面を垣間見ることができた。掃除を教えながら他愛ない話で盛り上がった。最近ではキッチンに並んで立って……。彼との秘密の時間を心地よく感じていた。

　私のように、この家で南波社長と過ごす女性は他にいるのに。私はただ、家事を教えるために来ているだけに過ぎないのに。

　欲張りになったっていいことなんてない。むしろ今のままで私は充分幸せだったはずでしょ？　誠という大切な家族がいて、頼りになる親友がいて、それに助けてくれる叔母さんだっている。仕事だって楽しい。

　南波社長のことは好きでいるだけで充分だったはずなのに……。

「悪い黒田。遅くなった……」

　思いを巡らせながら指輪を眺めていたせいで、南波社長が書斎から出てきたことに気づけなかった。

「あっ……！」

　咄嗟に手にしていた指輪を背後に隠したものの、すでに手遅れ。

「その指輪……」

「すみません！　流し台のところにあって……それで……」

　だめだ、言葉が続かない。とにかく返さないと。

　背後に隠した指輪を差し出すと、南波社長は呆れた様子で受け取った。

「まったく、勝手に人の家に置いていきやがって……」

　その口調から、彼女との親密ぶりがうかがえる。もしかして結婚間近なのだろうか。だから急に家事を覚えたいと思ったの？

　勝手にアレコレ想像していると、彼は溜め息交じりに呟いた。

「どうしようもないな、姉さんは」

　――え、姉さん……？　彼女じゃなくて？

　混乱する私を余所に、南波社長はブツブツと呟く。

「昨夜か？　急に彼氏に振る舞う料理の味見をしろって来たからな。……いや、一昨日の夜中に、泊まるところがないって押しかけてきた妹のものか？」

　い、妹？　お姉さんだけじゃなくて、妹さんもいるの？　それよりも……！

「かっ、彼女さんのものでは、ないんですか？」

「えっ、彼女？」

　たまらず聞いてしまった。だって気になるから。

「はい。何度かお部屋のお掃除をさせていただいていますが、その……女性もののアクセサリーや、基礎化粧品などを見かけたので、彼女さんのものかと……」

　私の話を聞き、南波社長は目を見開いたあと、慌てて弁解した。

「違う、それも全部姉と妹のものだから。頻繁に訪ねて泊まっていくから、私物を人の家に置くようになって……」

　頭を抱える南波社長に、目を瞬かせてしまう。

　本当、なんだよね？　嘘をついているようには見えないもの。じゃあ掃除のたびに見かけていた女性のものは、全部お姉さんと妹さんのものだったんだ。

　ホッとしたものの、すぐに手離しに喜べるわけがない。

「あ、でも彼女さんはいますよね？」

　つい最近も、新しい彼女ができたみたいって噂で聞いたもの。

　自分から聞いておいて悲しくなる。だけどそうでもしないと、自惚れそう。

　南波社長の口から、噂の彼女の存在を聞いたら今後、変に期待することはなくなると思うから。

　ジッと答えを待つ。すると彼は焦った様子で私に詰め寄った。

「ちょっと待ってくれ、まさか黒田……気づいていないのか？」

「気づいていない、とは？」

　南波社長には彼女がいるってことを？　もしかして噂じゃなくて真剣交際している彼女がいるとか？

　考え込んでいると、いきなり両肩を掴まれた。

「きゃっ!?」

　悲鳴にも似た声を上げた私に、彼は真剣な瞳を向けた。吸い込まれそうなほど綺麗な瞳が間近に迫ってきて息を飲む。それなのに目を逸らせなくて、ただ、胸が高鳴るばかり。

「俺、これまでけっこう露骨に態度で示してきたつもりなんだけど」

　どういうこと？　話が見えない。

　なにも言えずにいると、南波社長は痺れを切らした。

「彼女なんているわけないだろ？　黒田のことが好きなんだから」

「えっ？」

　す、好き？　……南波社長が私を!?

　にわかには信じられない話に、瞬きすることも忘れ彼を見つめてしまう。すると南波社長は困ったように眉尻を下げた。

「その顔だと気づいていなかったようだな。……俺はずっと、お前のことが好きだったよ」

「……嘘、ですよね？」

　思わず本音が漏れてしまう。だって南波社長が私を好きだったなんて――。

「嘘じゃない。最初はただの新入社員としか思っていなかった。でもある日、社内で雑務を嫌な顔ひとつせずに一生懸命こなし、その時に同僚と話をしながら笑った顔が頭から離れなくなったんだ。それから黒田を意識するようになった」

　私はただ、力強く話す南波社長の声に耳を傾けた。

「どうにか振り向いてほしくて、庶務課の課長から黒田がその日、どこにランチに行ったかを聞き入れて偶然を装ったり、お前にだけ優しくしたりしていたつもりだったが……本当に気づかなかったのか？」

　南波社長も南波社長で、私が自分の気持ちに気づいていなかったことが信じられないようで、疑いめいた目を向けた。

「だ、だって南波社長には社長令嬢だったり、モデルだったりと、色々な相手との噂が絶えませんでしたし……！」

　そんな話を聞いていたんだもの、まさか夢にも思わないじゃない？　彼が私を好きなんて。

　必死に反論すると、南波社長はどこか苛立った様子を見せた。

「そんなの、ただの噂だろ？　社長職に就いていると、交流の場でそういう女性と関わることもあるのは認めるが……。決して軽はずみに女性と関係を持ったりしない。俺は好きな人ができたら、その人しか眼中にないから」

　断言しながら自分で言って恥ずかしくなったのか、南波社長は目を泳がせる。初めて見る意外な一面から、もしや本当じゃないか……と思いがよぎり、震える声で問うた。

「あの！　本当なんですか？　私のことを、その……好き、だなんて」

　私も自分で聞いて恥ずかしくなり、顔を伏せた。

　嘘でも冗談でもない？　こんな夢みたいなこと、現実だと信じてもいいの？

「じゃあ黒田は、どうしたら俺の気持ちを信じてくれるんだ？」

「えっ……きゃっ!?」

　肩から手が離れ、彼の逞しい腕が私の腰に回された。グッと引き寄せられる。

「なっ、南波社長……!?」

　どうにか声を絞り出すものの、離してくれそうにない。

「いつまでも俺の気持ちを受け止めない黒田が悪い」

「……んっ」

　次の瞬間、視界いっぱいに広がった彼の端正な顔。唇に感じる温かな感触に思わず声が漏れた。

　甘い声に恥ずかしくなるも、すぐに彼の舌が唇を割って入ってきて、それどころじゃなくなる。

　舌の動きに翻弄され、どうしてキスされているのかとか、思考が回らなくなる。

　ただ彼とのキスは甘くて気持ちいい。今までだってキスもその先のことも経験済みなのに、初めて知った。……キスがこんなに気持ちいいなんて。

　息は上がり、次第に身体中の力が抜けていく。どれくらいの時間、くちづけを交わしていただろうか。

　気づいた頃には、私も彼の大きな背中に必死に腕を回していた。

　最後に触れるだけのキスを落としてゆっくりと離れていく。そのスピードに合わせるように目を開けると、私と同じように唇が濡れていて、呼吸が乱れた彼が艶っぽい表情で私を見つめていた。

「少しは伝わった？　……俺の気持ち」

　そう言いながら南波社長は頬や鼻のてっぺん、額に次々とキスを落としていく。

　身体はまださっきのキスの余韻で甘く痺れていて、次々とキスされるたびに敏感に反応してしまう。

　信じてもいいんだよね？　さっきのキスを。……唇から好きって気持ちが伝わってくるもの。

　だから私も早く気持ちを伝えたいんだけど……その機会を与えてもらえない。再び唇を塞がれ、いよいよ言葉が出せなくなる。

　自分の力で立っていることができなくなるほど骨抜きにされ、彼に体重を預けてしまう。

「俺がどれほど黒田のことが好きか、これからもっと態度で示していくから。……だから早く俺を好きになって」

　優しく髪を撫でながら囁かれた言葉に、胸がギュッと締めつけられた。

　そんなことをしなくても、南波社長のことをとっくに好きになっているのに。

　好きって伝えてくれた彼に、私も自分の気持ちを伝えたい。これ以上望んだらバチが当たると思っていたけれど、やっぱり欲が出ちゃうよ。一度でいいから甘く蕩けるような、幸せな恋愛がしたいと。

　バクバクとうるさい心臓を必死に鎮めながら、ゆっくりと顔を上げた。

「あの、南波社長……！」

「ん？」

　甘い声で返事をされると、また胸が苦しくなる。やっぱりまだこんなに素敵な人が私のことを好きなんて、ちょっぴり信じられないから。

　それでも早く南波社長に自分の気持ちを伝えたくて、思い切って言った。

「私もずっと、南波社長のことが好きでした！」

「……えっ？」

　驚く彼に、募らせた恋心をぶつけた。

「半年ほど前、私が蛍光灯を交換していた時に、南波社長が手伝ってくれました。それに片づけまでやってくれて……。その時の南波社長の優しさと笑顔に私は恋してしまいました」

「黒田……」

　きっかけはとても単純だった。でも恋に落ちるには、充分すぎた。

「私……両親を大学時代に亡くし、それから弟のためにも人一倍気張って生きてきました。誰にも頼らず、私がしっかりしなくちゃって。……そんな時に南波社長に優しくされて、嬉しかったんです」

　もちろん彼が社員の誰に対しても優しいことは知っている。それでも私は嬉しかった。

「それから南波社長を知れば知るほど、好きになっていきました。思いがけず、こうして一緒に家で過ごすたびにもっと。……でも色々な噂を聞いていましたし、なにより私じゃ南波社長に釣り合わないから。だから片想いのままでもいいとずっと思っていて……」

　感情は昂ぶり、涙が零れ落ちた。

　私……本当は報われなくてもいい、片想いでも幸せと自分に言い聞かせながらも、ずっと苦しかったんだ。

　打ち明けられない、届かない想いを抱えているのはやっぱりつらいもの。本当はこうして南波社長に「好き」って伝えたかった。

「誰が、釣り合うとか釣り合わないと決めるんだ？」

「それは……」

　言葉に詰まる私に、真剣な瞳が向けられた。

「俺はただ、黒田に好きになってほしいだけだ。周りの目なんて関係ない。それに黒田以上に俺に見合う女性は他にいない」

「南波社長……」

　どうしよう、嬉しくて涙が止まらない。

　次から次へと零れ落ちる涙を手で拭っていると、その手を彼が掴んだ。

「そんなに擦ったら赤くなる」

　そう言うと目元にキスが落とされ、零れた涙をぺろりと舐めた。

「……っ!?」

　い、今南波社長、舐めたよね!?

　びっくりして涙も止まる。すると彼はためらいがちに私の頬を包み込んだ。

「なぁ、黒田……俺も信じてもいい？　お前が俺のことを好きだって」

　どこか不安げな顔で聞いてきた。

　もしかして私と同じなのかな。私が南波社長の気持ちをすぐに信じられなかったように、南波社長も私の気持ちを信じられないの？

　そう思うとたまらなく彼が愛しい。

　どうにか私の気持ちが届いてほしくて、さっきの南波社長と同じ手段に出た。グッと背伸びをして、ドキドキしながらキスをした。

　それから彼を見ると、私からキスをされてびっくりしている。

「えっと……私の気持ち、伝わったでしょうか？」

　自分でも随分と大胆な行動に出たとわかっている。でも伝えたかったの。私がどれほど南波社長のことが好きなのかを。

　チラッと様子を窺うと、フリーズしていた南波社長は急に勢いよく私を抱き上げた。

「キャッ!?」

　突然宙に浮いた身体に怖くなり、咄嗟に彼の首に腕を回してしがみついた。その間も南波社長は歩を進め、寝室へ向かう。

「な、南波社長？」

　名前を呼んでも声は返ってこなくて、あっという間に私はベッドの上に下ろされた。すぐに彼が覆い被さってきて息が詰まる。

「煽った美子が悪い」

「えっ!?　煽ってなど……っ」

　キスで塞がれて言葉が続かなかった。

　煽ってなどいないし、それに名前……！

　〝美子〟と呼ばれただけで、胸がキュンとなる。こうして甘く痺れるキスをされていると余計に。

　唇が離れると、彼の舌は私の首筋を這っていく。

「あっ……んっ」

　漏れる吐息交じりの甘い声に、羞恥心を煽られる。

　嘘、ちょっと待って。急展開に頭がついていけない。南波社長のことは好きだし、こうして気持ちが通じ合うことができて嬉しいけれど……ここまでの展開はまだ望んでいない。

　それなのに再び唇を塞がれ、服の上から胸をまさぐられる。

「美子……」

　耳元で名前を囁かれ、耳朶を甘噛みされ……。容量オーバーで頭の中が爆発しそう。

　そりゃ一度は抱かれてもいいとは思ったけれど、それは一夜だけの関係だと覚悟していたから。

　今は状況が違う。あっ！　そ、それよりも今日の下着はどうだった？　見られても大丈夫な、可愛いものだった？

　変な心配をしている間にエプロンと、シャツのボタンが器用に外されていく。

　ブラジャーを着けただけの素肌。そのまま私の胸元に顔を埋めた南波社長は、心臓の上にキスを落とした。

「美子の肌、すごく綺麗」

　チュッとリップ音を立てて肌にキスをされ、いっそう羞恥心が募り顔を背けた。

　どうしよう、ドキドキして苦しい。絶対心臓の速さが南波社長にも伝わっちゃっているよね。

　バクバクいっているのを聞かれて恥ずかしいのに、鎮める術がない。

　ブラジャーの下から潜り込んだ指が、カップの部分を押し上げる。露わになった膨らみが、彼の手のひらに包み込まれた。

「あっ……」

　少しだけ冷たい彼の手の感触に、私は身体を大きく震わせた。

　そんなに大きくない胸を見られ、こうして直に触れられているかと思うと、本当に恥ずかしくて死んじゃいそう。まだまだこれから、もっと恥ずかしい行為をするのに……。

　そうだよ、こんなの序の口でしょ？　それなのにこんなことで死にそうになっていて、この後の行為に耐えられるの？

　胸を弄ばれながら、これからのことを考えると……だめだ。

「……美子？　おい、美子!?」

　私の頭はとうとうキャパオーバーしてしまい、必死に私の名前を呼ぶ南波社長の声を聞きながら、意識を手離した。










第四章

「悪いけどもう二度と離してやらないから」











　日曜日の昼下がり。少し遅い昼食を誠と取っていると、何度目かわからない同じ質問をしてきた。

「姉ちゃん、本当に大丈夫なのか？　騙されていない？」

　食事そっちのけで、誠は同じことを繰り返す。

「姉ちゃんの会社の社長だっていうけどあの人、見るからに遊び人って感じじゃなかった？　大勢いる彼女の中のひとりじゃないの？　悪いことは言わない、さっさと別れるべきだよ」

　断言する誠に、深いため息が漏れた。

　昨夜、ずっと好きだった南波社長と両想いになり、あれよあれよという間にベッドに連れていかれ……。急展開についていけなくなった私は、あまりにドキドキし過ぎて意識を失ってしまった。

　そんな私を、南波社長は叔母さんに連絡して住所を聞き出し、家まで送ってくれたんだ。

　今朝、さっそく叔母さんから連絡があった。どうやら南波社長、律儀に私と付き合い始めたことも報告してくれたようで、「おめでとう」と「これで私も安心できるわ」なんて、気の早いことを言われてしまった。

　だけど対応してくれた誠は、私が目を覚ましてからずっとこの調子。彼なりに私のことを心配してくれていると、わかってはいるんだけど……。

「あのさ、誠。そういうことを言わないでくれる？　……ずっと片想いしていて、昨日やっと両想いになれたんだから。もう少し姉ちゃんの幸せを願ってくれてもいいでしょ？」

　照れくさくなりながらも伝えると、誠は絶句。

　誠の気持ちはありがたいけど、私のことを好きだと言ってくれた南波社長の気持ちを信じたい。

　それにまだ付き合い始めたばかりだもの。これから関係を築いていくものでしょ？　いきなり別れろはあんまりだ。

　少しずつ恋人らしくなっていきたい。――と思いをはせたところで思い出したのは、昨夜の情事。

　そ、そうだよ。まだ恋人らしいことをなにひとつしていないもの。……それにしても私ってば、なにやっているんだろう。いい大人のくせにあれだけの行為で気を失うなんて。

　南波社長、呆れていないかな？　めんどくさい女って思われなかった？

　ドキドキしたりハラハラしたり、色々な感情に悩まされていると、いきなり誠が立ち上がった。

「姉ちゃん！」

　そして私を指差し、いつになく苛立った様子で言った。

「あの人、今度うちに連れてきて。俺が姉ちゃんの彼氏に相応しいか、しっかり見極めるから」

「えっ！　ちょっと誠、なに言って……」

「絶対だからね？」

　釘を刺すと誠はそれ以上なにも言うことなく、再び椅子に座り黙々と食べ進めていく。

　付き合い始めてまだ今日で二日目だよ？　それなのに、いきなり家に呼んで弟に会ってくださいなんて、言えるわけがないじゃない。

　その後、何度か声をかけても誠は取り付く島もなく……。次の日の月曜日、「絶対家に来るように言ってよ」とだけ言って、先に登校していった。




　改札口を抜けて会社へ向かう道中、誠のことを思い出すと気が重くなる。

　誠には悪いけど、やっぱり言えるわけがない。そもそも私自身がまだ夢心地なんだから。

　そうだよ、もしかしたらあの日の出来事が夢だったのかもしれない。ずっと憧れていた人と両想いになれたなんて……。

　だけど、今でも鮮明に彼と交わしたキスを覚えている。あれは夢じゃなかったよね？　現実だったよね？

　はっきりとは実感できないけれど、両想いになれて嬉しい気持ちを噛みしめてもいいよね。

　南波社長、今日は会社にいるのかな？　会える？　あぁ、でもいたらいたで、どんな顔をして会えばいいのか……。

　ふと足を止め、ビルのガラス窓に映る自分の姿を眺めてしまう。いつになく頬が緩んでいて、慌てて表情を引き締めた。

　私ってば浮かれすぎ。仕事中は気をつけないと。南波社長と両想いになれたからって仕事をおろそかにするわけにはいかない。

　気持ちを切り替えて会社へと向かった。




「おはようございます」

「おはよう、黒田さん」

「おはよう」

　すでに多くの同僚が出勤していて、各々準備を進めていた。まだ香苗は来ていないようだ。

　パソコンを起動させて、先輩に聞きながら今日の段取りを頭の中で整理していると、ひとりの先輩がお菓子の箱を持ってやって来た。

「黒田さん、これどうぞ」

「ありがとうございます」

　箱の中を見ると、美味しそうな色とりどりのマカロンが入っていた。

「南波社長からの差し入れ。今日から一週間、またよろしくだって」

「そ、そうですか」

　南波社長の話が出て、ドキッとしてしまう。

　そうだ、彼は週の始め、決まって各部署にお菓子の差し入れをするんだ。気遣いのできるとこもまた惹かれた要因のひとつだった。

　オレンジマカロンを取ると、近くにいた先輩も手を伸ばす。

「それにしても社長ってば優しいよね。カッコよくて仕事もデキる！　おまけに社員思いの優しい一面もあるときたら、モテないわけがない」

「だよねー。一度でいいから付き合ってみたい」

「私も！」

　なんて言いながら笑う先輩たちに、変な汗が流れそうになる。

　両想いになれて嬉しくて浮かれていたけれど、そうだよね。南波社長は勤め先の社長。こうして社内外にファンは大勢いるはず。

　私と南波社長は付き合っているんだよね？　それがもしバレたら……？　仕事がやりづらくなるだけではなく、彼のファンになにを言われるか……！

　本当に私ってば浮かれている場合じゃない。気をつけないと。

　気持ちを新たにしていると、オフィス内が騒がしい。視線を向けると、どうやら南波社長が各部署を回っている様子。

　そうだ、出張や打ち合わせなど予定がない限り、南波社長は週の始めはこうして各部署に顔を出していたんだった。

　遠目に見ただけでドキドキしてきた。だ、だめだ。顔に出さないように気をつけないと。

　自分に言い聞かせていると、南波社長が庶務課にやって来た。

「おはよう、今週もよろしく頼むよ」

　爽やかに手を挙げて挨拶する南波社長を、女性社員が光悦とした表情で見つめている。

　先週までは私も同じように、毎週こうして南波社長を間近に見られる日を心待ちにしていたけれど、今日ばかりはまともに顔を見ることができない。

　チラチラと様子を窺っていると、南波社長と目が合いドキッとしてしまう。すると次の瞬間、南波社長は私に向かって眩しい笑顔を向けた。

　さらに小さく手を振る姿に、両隣にいた先輩たちは歓声を上げる。

「キャー、社長ってばサービスよすぎじゃない？」

「やだ、もしかして私に手を振ってくれているの？」

　先輩たちがそんな話をしている間に、南波社長は真っ直ぐこちらに向かってきた。

　さっきの眩しい笑顔は、私に向けられたもの？　も、もしかして南波社長は私との関係をオープンにするつもりなの？

　まだ南波社長と付き合っていると実感できない、夢心地だなんて浮かれている場合じゃない。オープンにされたらどうなるか……！

　私の気持ちなど露知らず、南波社長はにこやかに声をかけてきた。

「おはよう、土曜日は大丈夫だったか？　連絡しようにも、連絡先を交換していないことに気づいて……」

「な、南波社長！　少々よろしいでしょうか!?」

　声を遮って急いで彼の元へ駆け寄り、腕を掴むと会議室へ逃げ込んだ。

　ドアを閉めて身体中の力が抜けた私を、南波社長は不思議そうに眺めている。

「どうしたんだ？　美子。そんなに慌てて」

　理解していない南波社長の腕を放し、早口で説明した。

「慌てるに決まっています。あのままあそこにいたら、みんなにバレていたではありませんか」

「いいじゃないか、バレたって。俺は美子との交際を隠すつもりはない」

　やはり彼は、私との関係をオープンにするつもりでいたようだ。

「それよりも身体は大丈夫か？　心配だったんだ」

「あっ、一昨日はご迷惑をおかけしました。もう大丈夫ですので。……それであの、私たちのことはしばらく秘密にしていただけないでしょうか？」

　お願いすると、南波社長は顔をしかめた。

「どうして？　もしかしてやっぱり俺のこと、好きじゃないのか？」

「そんなっ……！　そんなことあるわけないじゃないですか！　……逆です、好きだから秘密にしてほしいんです」

　自分の気持ちを伝えたものの、ますます彼は意味がわからないと言うように、眉間に皺を刻んだ。

「だったらどうして秘密にしたいんだ？」

　ジリジリと詰め寄る彼に、どう伝えればいいのかと思い悩む。

　南波社長は一昨日の夜、周りの目なんて関係ないって言ってくれた。それでもやっぱり私は、どうしても気になってしまう。

　それは、自分に自信がないからかもしれない。美人でもないし、ずば抜けた特技があるわけでもない。仕事だってまだ半人前。

　そんな私が南波社長のような素敵な人に相応しいなんて、これっぽっちも思えないから。

「美子……？」

　なにも言わない私の様子を窺う彼を見つめた。

「あの……時間をください」

「えっ？」

　驚いた声を上げた彼に、今の自分の気持ちを伝えていく。

「自分に自信がつくまで、待ってくれませんか？　……今の私じゃ、南波社長のその、彼女に相応しくないので」

　自分で「彼女」と言って照れくさくなる。でも、もう実感してもいいよね？　南波社長の彼女だって。私とのことを、会社に隠すつもりはないと言ってくれた彼の言葉を信じてもいいよね。

　返事がない彼の様子を窺うと、いきなり腰に腕を回されグッと引き寄せられた。

　びっくりして顔を上げると、嬉しそうに笑う南波社長が視界に入る。

「美子は相応しくないって言うけど、そんなことないからな？　むしろ俺のほうが美子の彼氏として相応しいのか不安になる」

　いつになく不安げな南波社長に、視線が釘づけになる。そんなこと、あるわけないのに……。

　次に彼は、自分の額を私の額にそっと押し当てた。視界いっぱいに南波社長の端正な顔が広がって、心臓が忙しく動きだす。

「美子はとても魅力的だよ。だけど俺、美子のそういう自分のことを過小評価しすぎる奥ゆかしいところも含めて好きなんだ。……つまりどんな美子も好きだってことだ」

「南波社長……」

　彼の気持ちが嬉しくて、胸がいっぱいになる。

「美子が自分に自信がつくまでの間、俺も美子の彼氏として恥ずかしくないよう、もっと仕事を頑張るよ。……あ、でも会社では秘密にするが、プライベートでは我慢しないからな？　こうして美子を抱きしめさせてくれ」

　思いっきり抱きしめられ、苦しいくらい私の心の中は南波社長でいっぱいになる。こうされていると、ちゃんと愛されているんだって実感できる。

　夢みたいに幸せで、逆に怖くなるほど。

　しばしお互いのぬくもりを確かめ合っていると、南波社長が思い出したように声を上げた。

「そうだ、美子。今度家に伺わせてくれないか？」

「え……家に、ですか？」

　顔を上げると、彼は深く頷いた。

「あぁ。この前はちゃんとご挨拶できなかったからな。……今度ゆっくり弟さんに挨拶させてくれ。美子とは真剣に付き合っていると」

　思わず目を見開いてしまう。

　誠に言われたことをどうやって南波社長に切り出せばいいのかと悩んでいたから。それなのにまさか彼のほうから言ってきてくれるなんて……。

　ますます胸がいっぱいになり、なにも言えずにいると彼はクスリと笑った。

「または結婚を前提に交際していると挨拶に行ってもいいか？　近い将来、俺は美子と結婚するつもりだし」

「結婚って……えっ!?」

　ギョッとする私に、彼はにっこり笑った。

「冗談じゃなくて本気だから。……好きになった時から、美子と結婚したいと思っていたんだ」

　嘘、本当に？　信じられなくて、目を白黒させてしまう。

「やっと捕まえたんだ、悪いけどもう二度と離してやらないから」

　甘い声で囁くと、私の額にキスを落とした。

　びっくりしてすぐさま額を手で押さえると、南波社長は愉快そうに笑う。

「そうやって驚く美子も本当に可愛い」

「……っ」

　次々に囁かれる甘い言葉に、ノックダウン寸前。やっぱり南波社長と両想いになれたのは、夢じゃないかと疑ってしまう。

「あ、そうだ。連絡先を交換しよう。昨日連絡がとれなくて、困ったんだ。体調もどうか心配で……」

　だけど私のスマホは、デスクの上のバッグの中。すると南波社長は名刺の裏に番号を記してくれた。

「あとで連絡して」

「……はい」

「それと、これからは決まった日時じゃなく、いつでも家に来てほしい。あ、もちろん家政婦のほうも引き続きお願いしたい」

　慌てて付け足し言うと、南波社長はバツが悪そうに首の後ろに手を当てた。

「最初は、その……美子が料理が得意で家事もできると知り、俺もできるようになって、今より話すきっかけになればと思いお願いしたんだが……」

　そうだったんだ、私がきっかけで家事全般を覚えようと……。

　意外な理由に胸がキュンと鳴る。

「でも少しずつできるようになってきて、料理が楽しくなってきたんだ。だから引き続き、美子に教えてほしい」

「……私でよければいくらでも」

　それに週に三回は必ず南波社長に会えるんだもの、私だってできるなら続けさせてほしい。

「それと姉と妹には、彼女ができたから今後、よほどのことがない限り、連絡もナシに来るなって伝えておいたから。だから安心して来てくれ」

「……はい」

　どちらからともなく笑ってしまう。彼と過ごす時間が心地よい。

　だけどここは会社。始業時間が迫っている。南波社長もそれに気づいていて、腕時計で時間を確認した。

「じゃあ当分は美子のお願いを聞いて、社内では俺たちの関係は伏せておくよ」

「はい、ありがとうございます」

　ここで香苗の存在を思い出した。自分から秘密にしてほしいと言っておきながら、ずっと私の恋を応援してくれていた香苗にだけは報告したい。

「あの、南波社長……！　もうひとつお願いしてもいいですか？」

「もちろん、美子のお願いならなんでも聞くよ」

　あぁ、もうまた甘い顔をして……！

　恥ずかしい気持ちを必死に鎮めた。

「さっきは秘密にしてほしいとお願いしたのですが、ひとりだけ……友人の香苗には話してもいいですか？　ずっと私の恋を応援してくれていたんです。彼女だけには報告したくて……」

　そこまで言いかけると、急に顎を掴まれキスが落とされた。

「んっ……」

　突然のキスに声が漏れてしまう。唇はすぐに離れていき、彼の長くてきれいな指が頬に触れた。

「いいよ、話しても。俺としては美子と付き合っているって、世界中の人に言いふらしたいくらいだから」

「そっ……！　それはちょっと困ります」

　これにはさすがに反論すると、南波社長は目を丸くさせたあと、顔をクシャッとさせて笑った。

「あーもう、可愛くてたまらない」

　再び彼の胸の中に包まれた。そして苦しいほど抱きしめられる。

「仕事せずに、家に連れ帰って美子にずっと触れていたい」

　そ、それはつまり一昨日の夜の続きを……ってことだよね？

　思い出しただけで胸は苦しくなり、身体が強張る。すると南波社長はクスリと笑った。

「そんな固くならないで。……美子が俺としたいと思うまで、一昨日の夜のように手を出したりしないから」

「えっ……？」

　私の髪を優しく撫でながら続けた。

「この前はごめん。やっと美子が俺のものになったと思ったら、止められなかった。……でも美子のことは大切にしたいから。だからもう二度と嫌がることはしない」

「南波社長……」

　どうしよう、彼に大切に想われて、幸せすぎて本当に死んじゃいそう。

　なぜこんなにも南波社長は私のことを、好きになってくれたんだろう。彼には他にもっと相応しい人がいるはずなのに。

　でも好きな人に好きと言ってもらえて、こうして大切にされて嬉しくてたまらない。

　それと同時に私も彼のことを大切にしたい。彼の隣にいても、恥ずかしくない人間になりたいと強く願う。

「そうだ、悪いが俺も秘書にだけ美子とのことを報告してもいいか？　もちろん口は堅いから安心して」

「……わかりました」

　挨拶を交わした程度しか面識がないけれど、たしか創設当初から南波社長の秘書を務めていて、仕事ができるキレ者だって先輩から聞いたことがある。

　南波社長が信頼を寄せる人だもの、いいに決まっている。

　そのあと、少し時間をずらして会議室から出た私たち。

　先輩たちからは、何事？　と詰め寄られたものの、相談したいことがあったとどうにか誤魔化した。

　そして昼休みに香苗に南波社長とのことを報告すると、こっちが驚くほど喜んでくれた。次第に涙ぐみ、「本当によかったね」と。

　まだ南波社長の彼女になれたなんて信じられないし、今の私は彼に見合う女性ではない。

　だけど少しずつ自分に自信をつけて、彼との関係を深めていけたら……。そう願うばかりだった。










第五章

「こんな気持ち、初めてなんだ」











　美子を好きになったのは、本当に些細な……ありふれた理由だった。

　普通なら誰もがやりたくない仕事を、嫌な顔ひとつ見せずに引き受けたところを、たまたま見かけたのがきっかけだった。

　俺は立場上、新入社員と直接仕事を共にすることは滅多にない。だから部下からの受け売りになってしまうが、大抵の新入社員は、夢と希望を持って入社してきたばかりの頃は、自分が想像していたことと少しでも違う仕事を任されると、露骨に顔に出して嫌がるらしい。そんな話が頭に残っていたから、余計に美子のことが気になったのかもしれない。

　それからなんとなく社内で見かけるたびに目で追うようになり、単純だけど、初めて笑顔を見た時に恋に落ちた。

　屈託ない眩しい笑顔は本当に愛らしく、もっと間近で見たい、俺が笑わせたいと思ったんだ。

　それから美子のことをもっと知りたくなり、時には部下を使い、少しずつ美子のことを知っていった。

　大学生の時に両親を亡くし、それから家のことをしながら弟を養っているということも。

　苦労しながらも、明るく仕事に励む姿にますます惹かれるばかり。それと同時に、彼女の隣にいても恥ずかしくない人間になりたいと強く思った。

　今まで以上に仕事に精進し、庶務課の課長の協力を得て、美子が昼休みにどこのお店に行ったかわかった時は連絡をもらい、できるだけ時間を作り偶然を装ってきた。

　だが、仕事が押していて決まった時間に昼休みを取れなかったり、昼食だけ簡単に済ませたりするだけの日もしばしば。

　だけど少しの時間でも店先で会うことができ、話せたら幸せだった。

　そしてもっと話しかけるきっかけになれば……と、家政婦を頼んだのが美子と急接近するチャンスとなった。

　正直、驚きを隠せなかった。まさか美子の叔母が社長を務める会社に、偶然にも依頼していたなんて。自分の強運をこの時ばかりは心から喜んだ。

　どうにか美子に今後も通ってもらえるよう頼み、週に三回会えるのが楽しみでしかたがなかった。

　会社とは違い、プライベートで会える時間の中で、ますます美子に惹かれていったのは言うまでもない。

　これまでにもそれなりに恋愛はしてきたつもりだ。だが、知れば知るほど好きになり、愛しくてたまらない存在は初めてだった。

　ふとした瞬間に美子のことを考えるようになり、自分でも引くほど美子のことでいっぱいになっていた。

　家事を教えてもらっている時に、美子と結婚したら、こんな感じの毎日なのかも……と妄想するほど。

　その妄想は次第に願望になり、恋人にもなれていないというのに、いつしか美子と結婚したいと願うようになった。

　いつも突然訪ねてきて、好き勝手居座る姉さんと妹には迷惑をかけられっぱなしだったが、そんなふたりのおかげで美子と気持ちを通わせることができて、少しばかり感謝している。……まぁ、本人たちには絶対言わないけど。

　彼女の気持ちを聞いた瞬間、嬉しくてたまらなくなり、少々暴走してしまったが……。美子のことは誰よりも……いや、世界で一番大切にしたいと思っている。彼女以上に好きになれる相手とは、もう二度と巡り合えないと思うから。

　きっとこの先、同じ時間を過ごせば過ごすほど、今よりもっと好きになる自信がある。

　だからこそ美子にも、俺のことを知ってもらい、同じくらい好きになってほしい。そのためにも――。




「社長、なにを真剣に悩まれているのかと思えば……。仕事をしてください」

　呆れた様子で注意してきたのは、会社創設当初から秘書を務めているひとつ年下の大学時代の後輩、橘たちばな学人まなとだ。

　几帳面でバカがつくほどの大真面目。秘書として適任なのはこいつ以外いないと思っている。

　だけど少しばかり……いや、かなりのきれい好きで潔癖症な一面があり、仕事はできても女性関係はまったくといった、少々残念なやつでもある。

　橘の注意を無視して、俺は真剣にタブレットで検索をかけていく。

「大丈夫、やらなくてはいけない仕事はすべて片づけたから。……今の俺には、仕事よりこっちのほうが大切なんだ」

「仕事より大切って……ストーカーまがいなことをした末に、やっと手に入れた彼女絡みのことですか？」

　毒を吐きながら俺の後ろに回り込み、タブレットを覗き込んできた。すると橘は顔を引きつらせた。

「……社長、ストーカーの次はなにに目覚めるおつもりですか？」

　俺が今、真剣に見ていたのは釣りに関する記事や、道具ばかり。それというのも来週の日曜日、美子の家に伺うことになっている。

　以前、美子を送り届けた際、弟……誠君の俺に対する態度を見る限り、いい印象を持たれている気がしなかった。

　美子のたったひとりの家族だ。彼に嫌われたままでいるわけにはいかない。

　そこで彼女から誠君についての情報を少し聞き出した。

　医者になるべく勉強に勤しんでいるが、亡くなった父親が釣り好きだったため、自然と誠君も釣りが好きになったらしい。

　今は忙しくて行けていないが、俺も幼い頃はよく父親と釣りに出掛けていたから、これは仲良くなるチャンスだと思った。

　しかし昔とは違い、釣り竿からルアーに至るまで進化していた。

　話についていけるよう、必死に最近の釣り事情を頭に叩き込んでいる。

　それと他にもスポーツ観戦が好きで、よくサッカーや野球、バスケやテニスなど多岐に亘り見ていると聞いたから、その点でも話が盛り上がるよう勉強中だ。

「そういえば橘、お前たしか大学生の弟がいるって言っていたよな？　最近の若い男の子は、どんな食べ物が好きなんだ？」

　できれば手土産も、誠君が喜ぶものを選びたいところ。その思いで聞いたものの、なぜか橘は顔をしかめた。

「まさか社長、今度は若い男の子にはしったわけでは……」

「アホ、そんなわけあるか」

　すぐさま突っ込んだ。失礼にもほどがある。なんだ、今度は若い男の子にはしるって。そんなことあるわけないだろうが。

「来週、美子の高校生になる弟さんに会うんだ。だから話が盛り上がるよう、ネタを用意したり、お前に聞いたりしているんだ」

「そうでしたか、俺はてっきり……」

「〝てっきり〟なんだ？　もう一度言ったら怒るぞ」

　すぐに声を被せると、橘はわざとらしく咳払いをした。

「ではこちらで、最近の高校生男子が好きそうな食べ物をリサーチいたします。資料にまとめて提出しますので、どうか社長は仕事をなさってください。……どうせ今夜も黒田さんがいらっしゃるから、周りのことなど考えず、自分のペースで仕事を終わりにしてご帰宅されるおつもりですよね？」

「当たり前だろ？　よほどのことがない限り、早く帰るために仕事を終わりにするのは」

　タブレットを見ながら答えると、橘は深いため息を零した。

「誰もが社長のペースについていけると思わないでいただきたいです。フォローするこちらが大変なんですから」

　橘はそう言うが、みんなはよくやってくれている。こちらが求めていること以上のものが返ってくることもよくあるから。

「俺は社員を信用している。……もちろんお前もな。だから任せられるんだ」

　一から十までしっかり見なくても、任せられるのはみんなを信用しているからこそ。

「だから今後もよろしく頼むよ」

　改めて言うと橘は照れくさいのか、目が泳ぐ。

「仕事ですからね。それに社長の秘書を務められるのは、自分くらいでしょうし。今後も職務を全うしますよ」

「それは心強い」

　こいつ、意外とツンデレなところがあるよな。からかい甲斐もあるから、長年こうして一緒に仕事をしていて飽きない。

「それはそうといいんですか？　このまま黒田さんとの交際を伏せたままで。あれほど恋人関係になったら、悪い虫がつかないよう公表すると言っていたのに」

「あぁ、いいんだ。それが彼女の望みだから。……それに秘密の社内恋愛もまたいい。変な男が寄ってきたら対処すればいいしな」

「……そうですか。愚問でしたね。では私はこれで。資料のほうをまとめたらまた伺います」

「あぁ、よろしく頼む」

　本当に頼もしい秘書で助かる。

　丁寧に一礼して出ていった橘を見送り、言われた通り先々の仕事に取りかかった。だけどふとした瞬間に来週、誠君と会った時のことを考えてしまう。

　俺は誠君に美子の恋人として、認めてもらうことはできるだろうか。……いや、なにがなんでも認めてもらわないと。

　今夜も美子に、誠君のことをしっかり聞いておこう。

　これからのことを頭の中で整理し、仕事に取りかかった。










第六章

「ごめん、真っ先に抱きしめるべきだった」











「えっ！　朔太郎さん、英語だけじゃなくてイタリア語にスペイン語まで話せるんですか!?」

　興奮状態で詰め寄る誠に、南波社長も嬉しそうに答える。

「あぁ、大学の頃に学んだんだ。それとドイツ語と中国語も少しなら」

「すごすぎる……！」

　さっきから誠の南波社長を見る目は、キラキラと光り輝いている。久しぶりに見たかも。無邪気に興奮している誠の姿を。

　今日は南波社長が家に訪れていた。彼を迎えるにあたり、誠が失礼な態度をとらないか、ハラハラしていたけれど……そんなの杞憂だったようだ。

　最初は南波社長のことを警戒していた誠だったけれど、彼も釣り好きということから話は盛り上がり、どうやら南波社長は、私の話を聞きリサーチしてきたようで、次々と誠の興味を引く話を展開していった。

「朔太郎さん、イギリスに行く前に俺に英語を教えてくれませんか？　せっかくホームステイするなら、コミュニケーションを楽しみたくて」

「もちろん、俺でよければ。それにしても羨ましいな、十日間もイギリスに行けるなんて」

「それが入学する前からずっと楽しみだったんです」

　私はすっかり蚊帳の外。これならふたりっきりでも大丈夫そう。ふたりの話の邪魔をしないように席を立ち、リビングと繋がっているカウンターキッチンへ向かった。

　南波社長は手土産にケーキを買ってきてくれた。紅茶を淹れて一緒に出そうかな。

　準備をしながらもらったケーキを見ると、それはテレビや雑誌でよく紹介されており、開店後すぐに売り切れてしまうと有名な人気店のケーキだった。

「うわぁ、美味しそう」

　しかもここのケーキ、甘い物大好きな誠が一度食べてみたいと言っていたんだよね。これを見たらますます南波社長のことを好きになりそう。

　彼が来るまでと来たあとでの、誠の態度があまりに違いすぎて笑ってしまう。

　ケーキは数種類あるから、お皿を持っていってふたりに選んでもらったほうがいいよね。……あ、私と誠はケーキといったら紅茶だけど、南波社長はコーヒーかな？

　いまだに盛り上がっているふたりに水を差すようで悪いけど、声をかけた。

「南波社長、飲み物はコーヒーと紅茶、どちらがよろしいですか？」

　するとふたりしてこっちを見た。

「ありがとう、じゃあコーヒーをお願いしてもいいか？」

　誠も南波社長に続いた。

「俺も朔太郎さんと同じコーヒーでいいよ」

　同じコーヒーでいいって……。誠ってば、完全に背伸びしている。いつもコーヒーは苦くて好きじゃないって言っていたのに。だけどここで笑ったら誠のご機嫌を損ないそうだ。

「わかったよ」

　ふたりがコーヒーなら、私もそうしようかな。

　三人分のコーヒーを淹れて、取り皿などをトレーに乗せリビングへ戻った。

　案の定、南波社長が買ってきてくれたケーキを見て、誠は目を輝かせた。

　美味しいケーキを食べながら、尚もふたりの話は尽きないようで私はただ聞いているだけ。

　だけど彼にコーヒーのおかわりを聞いて立ち上がった時、ふと誠が聞いてきた。

「姉ちゃんさ、プライベートの時まで朔太郎さんのことを〝南波社長〟って呼んでいるの？」

「えっ？」

　ケーキを食べながら、誠は私たちを交互に見た。

「恋人同士なら名前で呼ぶものじゃないのか？　朔太郎さんは姉ちゃんのこと〝美子〟って呼んでるじゃん。もしかして俺がいるから呼ばないだけ？」

「えっと、それは……」

　そう言われればそうだよね。付き合い始めて数週間が経つし、彼は私のことを下の名前で呼んでくれている。

　とはいえ、そんなすぐに誠みたいに〝朔太郎さん〟とは呼べそうにない。なんか呼ぶところを想像しただけで恥ずかしい。

　なんてことは、誠に言えそうにない。姉としての威厳というか、なんというか……。

　変なプライドを働かせていると、私たちの話を聞いていた南波社長は「フフッ」と笑った。そして意地悪な顔で私を見た。

「そうだよな、変だよな？　でも美子は俺のことを名前で呼んでくれないんだよ」

「ちょ、ちょっと南波社長!?」

　そんなあっさり暴露されたら、私の姉としての威厳やらプライドがボロボロじゃないですか。

「誠君からも言ってくれないか？　いい加減、名前で呼んでくれって」

　南波社長の頼みに、誠は私に向かって人差し指を立てた。

「姉ちゃん、朔太郎さんのことを名前で呼んでやれよ。おかしいだろ？　恋人なのに会社みたいな呼び方じゃ」

「……わかってるよ」

　誠に言われなくたってわかってる。ついムッとなり頬を膨らませると、ふたりは声を上げて笑った。

　そんな大笑いされたら居たたまれなくなる。

「姉ちゃん、大人げない。それに照れることないじゃん。普通に呼べばいいのに」

「そうだよな」

　ふたりに笑われて面白くない。……でも南波社長と誠が楽しそうにしている姿を見ていたら、私も一緒になって笑ってしまった。

　しばし笑い合ったあと、南波社長は真面目な顔で誠を見つめた。

「誠君、改めてお願いします。……お姉さんのことを誰よりも大切にします。だからどうか、俺を姉さんの恋人として認めてくれないだろうか……？」

　南波社長……。

　誠に向かって深々と頭を下げる姿に、感激して涙が出そう。

　誠実な思いが誠にもしっかり伝わったようで、彼と同じように頭を下げた。

「もちろんです！　……こんな姉ですが、どうぞよろしくお願いします」

「ありがとう。……誠君とも今後、仲良くさせてくれ」

「……はい！」

　ふたりのやり取りに胸がいっぱいになり、私は隠れて涙を拭った。




「へぇ、ここが美子の部屋か」

「……あまり見ないでくださいね」

　そう言っているのに、南波社長は室内をウロウロしては、本棚の本や雑誌、それに飾ってある写真を見ていく。

　夕方近くになり、誠は名残惜しそうに学習塾へ向かった。「夕食までには帰ってくるので、待っててください」と南波社長に言って。

　明日も仕事があるし、長居させて申し訳なく思っていると、彼は「夕食まで一緒にできて嬉しいよ」と言ってくれて、誠のためにフレンチレストランを予約してくれたんだ。

　夕食の準備をする必要もなく、彼に「美子の部屋を見たい」と懇願され、こうして招き入れたわけだけど……。

　プライベート空間を見られるのは、想像以上に恥ずかしい。南波社長だからこそ余計に。

　ソワソワしていると、彼はタンスの上に飾られている写真立てを手に取った。

「これがご両親か？」

　南波社長が手にしている写真立てには、幼い頃に四人で撮った写真が収められている。

「……はい、そうです」

　家族で旅行に行った時の写真だ。他にも四人で写っている写真はたくさんあるけど、この写真のふたりの笑顔が一番好きなんだよね。

「今の美子と誠君を見て、きっとご両親も安心しているだろうな」

　写真を見てしみじみ話す彼に、照れくさくなる。……でも。

「そうだといいんですけど」

　今の私たちは、両親を安心させられるような暮らしができているのだろうか。

　そんな私の不安な気持ちを打ち消すように、南波社長は私の肩に腕を回して抱き寄せた。

「そうに決まってる。……こうやってたくさん褒めているよ」

　まるで子供をあやすように頭を撫でられ、胸の奥がムズムズする。でも嫌じゃない。

　されるがままでいると、「あのさ」と彼は切り出した。

「俺、美子の頑張り屋なところ好きだよ。尊敬もしている。……俺は会社での美子しか知らないけど、きっと家でも同じように頑張りすぎているんじゃないか？」

「いいえ、そんなことは……」

　両親亡きあと、誠のために懸命に働くのは当然のことだもの。

「いや、そんなことある。……俺は美子の恋人なんだ、これからはいつだって頼ってくれていい、甘えてほしいんだ」

「南波社長……」

　顔を上げると、重なり合う視線。すると彼はふわりと笑った。

「いや、絶対に甘えてくれ。……約束だぞ？」

　彼の気持ちが嬉しくて、胸がいっぱいになる。

　大学在学中、遊ぶことが楽しい時期に亡くなった両親に、私はなにひとつ親孝行というものをすることができなかった。

　だからこそ誠を大学卒業まで面倒見ることが、亡くなった両親への恩返しになると思い、今日まで頑張ってきたけれど……。いいのかな、南波社長に甘えちゃっても。

「あの……」

「ん？　どうした？」

　私の様子を窺う彼に、恐る恐る聞いた。

「疲れた時や嫌なことがあった時は、あの……ギューって抱きしめてもらってもいいですか？」

　それだけで元気がチャージできて、また次の日から頑張ろうって前向きな気持ちになれるから。

　すると彼は私の肩に回していた腕を解き、真正面からギューッと抱きしめてくれた。

「もちろん、美子のお望みのままに」

　彼のぬくもりに包まれて、幸せな気持ちでいっぱいになる。

　私も大きな背中に腕を回した。

「じゃあ俺からもひとつお願いしてもいい？」

「はい、なんでしょうか？」

　抱きしめられたまま問うと、南波社長は耳元で囁いた。

「いい加減、名前で呼んでくれる？」

「えっ？」

　思わず顔を上げると、彼はにっこり微笑んだ。

「呼んで、美子」

　繰り返し言われ、アタフタしてしまう。……でも私、南波社長に初めて〝美子〟って呼ばれた時、すごく嬉しかった。

　南波社長も私が下の名前で呼んだら、嬉しいと思ってくれるかな？　だったら……。

　意を決し、彼の名前を口にした。

「……朔太郎さん」

「ん、なに……？　美子」

　嬉しそうに笑いながら、また苦しいほど抱きしめられた。

　朔太郎さん、朔太郎さん……。

　何度も心の中で繰り返し呼ぶたびに、温かい気持ちでいっぱいになる。彼のことを下の名前で呼べるのは、彼女の証しという特別感があるから。

「なぁ、美子」

「はい、なんでしょうか？」

　再び顔を上げると、なぜか朔太郎さんは意地悪な顔をした。

「こうしてギューッて抱きしめるだけでいいのか？　甘いキスのオプションはいらない？」

「……えっ!?」

　あ、甘いキスのオプション!?

　ギョッとする私に、朔太郎さんは顔を近づけてきた。

「……いらない？」

　うっ……！　こんな聞きかたはずるい。彼がくれる甘いキスを欲しくないわけがない。

「いらなくない、です」

　恥ずかしい気持ちを押し殺して言うと、朔太郎さんは満足そうに笑った。

「よかった。俺も欲しかったから」

　そう言うと朔太郎さんは、とびっきり甘いキスを唇がヒリヒリするほどくれた。誠が帰ってくるまでずっと――。




　その日の夜は、帰宅した誠と三人で彼が予約してくれたフレンチレストランへ向かった。

　私と誠は緊張しながらも、美味しい料理に舌鼓を打った。

　朔太郎さんとの交際は順調だった。会社ではもちろん秘密の関係のままだけど、週に三回の家政婦は継続中。それに仕事終わりに食事に行ったり、休日は家に来てくれて、誠に英語を教えてくれたり、この前の日曜日は三人で釣りにも出掛けた。

　同じ時間を過ごしていく中で、今日より明日。明日より明後日と朔太郎さんのことを好きになっていった。

　朔太郎さんは、付き合い始めた日以来、一度も身体を求めてこない。ハグやキスといったスキンシップ止まり。

　香苗に打ち明けると、呆れた顔で「焦らしすぎ」と言いながら、羨ましそうに「愛されているね」なんて言われてしまった。

　大切にしてくれているのが、ヒシヒシと伝わってくる。そのたびに、どうしたら自分に自信が持てるんだろうと考えていた。

　だけどいくら考えてもわからなくて、朔太郎さんに相応しい女性としての自信をつける方法なんて、ないのでは……と思い始めている。

　大切なのは自分の気持ちなんじゃないかなって。朔太郎さんのことが好き。彼もきっと私と同じ気持ちでいてくれている。

　そう思えば思うほど、彼の隣にいてもいいんだって思えるの。それが自信に繋がるんじゃないかな。

　朔太郎さんが私に笑顔を向けてくれるたびに、そう思うんだ。




　ある日の木曜日。いつものように家政婦として朔太郎さんの自宅を訪ねていた。

　洗剤でお米を洗おうとしていた朔太郎さんは、見違えるほど料理も掃除も上達した。

　今では私の指導を受けなくても、一通りの家事をこなせると思う。朔太郎さんは仕事だけではなく、家のことも完璧にできちゃうんじゃないかな。

　もしかしたら私よりも料理上手になるかもしれない。

　この日も一緒に部屋の掃除から取りかかり、キッチンに並んで立った。

　分担しながら料理を作っていく中で、自然と話は誠のことになる。

「そうか、明後日からか。誠君の海外研修は」

「はい、もう今から楽しみでしかたないみたいで。だいぶ浮かれています」

　口には出さないけど、見ればわかる。ここ数日、何度も荷物の確認をしているようだし。

「たしか十日間だっけ？」

「そうです、長いですよね」

　大人になってからだと、十日間のイギリス旅行なんて簡単には行けない。だからこそ誠には、思いっきり楽しんできてほしいと思う。

　野菜を刻んでいると、朔太郎さんは私の様子を窺いながら聞いてきた。

「よかったら、泊まりにくるか……？」

「――え」

　手を止めて横を見ると、朔太郎さんはわざとらしく咳払いをした。

「十日間も家に美子がひとりかと思うと俺も心配だし。……もちろん寝室は別。なにもしないよ」

　切なげに瞳を揺らした彼に、心が揺れる。

　本当、香苗の言う通り私ってば焦らしすぎだよね。もういい歳なのに恥ずかしいとか、いっぱいいっぱいになるとか、そんな理由で逃げ続けていて。

　でも今は、朔太郎さんに抱きしめられてキスを交わすたびに、もっと彼のぬくもりに触れたいと願っていた。

　だけど自分からは到底言えなくて、ズルズルと今日まできてしまった。

　十日間も生活を共にするのは、チャンスかもしれない。私……朔太郎さんに抱いてほしい。

　気持ちは高まり、思い切って口を開いた。

「寝室……」

「ん？　寝室か？　それは客間が空いているから……」

「寝室、一緒でもいいですか？」

　自分の気持ちを伝えたいのに、ストレートに伝えることができなくて遠回しになってしまう。

　だけど私の想いはしっかり彼に届いたようで、身を寄せてそっと触れるだけのキスを落とされた。

「んっ」

　突然のキスにびっくりする私を、朔太郎さんは愛しそうに見つめた。

「もちろんいいよ、……でも悪いけど、今度は止める自信ないからな？」

　余裕ない表情で言われ、胸がトクンとなる。

「……はい」

　もちろん返事はイエスだ。今度は止めないでほしい。私も朔太郎さんに抱かれたいと望んでいるから。

　私の答えを聞き、彼は安心したように笑みを零した。

「十日間も美子と一緒にいられるのか。……最高に幸せだな」

　しみじみと話す姿に、口元が緩む。

「私も楽しみです」

　だって朝起きてから夜眠るまで、ずっと一緒にいられるってことでしょ？　これ以上の幸せなんてないよね。

「そうだ、休みの日は俺に最初から最後まで、ひとりで料理を作らせてくれないか？　美子に手料理を振る舞いたい」

　なにそれ、嬉しすぎる。

「なにを作るかは楽しみにしてて。……まぁ、美子に教えてもらったものしか作れないけど」

　苦笑いする彼に首を横に振った。

「楽しみです。……それに朔太郎さんが作ってくれる料理なら、なんだって嬉しいですから」

　だって私のために作ってくれるんでしょ？　嬉しくないわけがないじゃない。どんな料理だって感激して泣いちゃいそう。

　正直な気持ちを伝えると、朔太郎さんは照れくさそうにはにかんだ。

「ありがとう。美味しくできるよう頑張るよ」

「あ、無理はしないでくださいね？」

　仕事だって忙しいはず。正直、この週に三回の家政婦の時間も心配になる時がある。無理して早く帰宅しているのではないかと。

「朔太郎さん、本当に無理だけはしないでくださいね。なんでしたら火、木、土以外の曜日でも、いつでも来ますから。……それに家政婦としてじゃなくてもいいんですよ？」

　プライベートでだって、いくらでも来るのに。

「いや、それじゃだめだろ？　……誠君の将来のために頑張って働いているんだから。俺としては美子と一緒にいられて、少しでも力になれているのが嬉しいんだ。それに事務職ではなく、家政婦として俺のところに来れば特別ボーナスを出すって言われているんだろ？」

「それはそうですけど……」

「俺なら大丈夫。身体は疲れていないし、仕事も周りに迷惑はかけないようにしているよ。なにより俺がいなくたって優秀な部下がたくさんいるから。だからこうして安心して俺は早々と帰宅できるんだ」

　おどけて言う彼だけど、きっと本心だよね。朔太郎さんは私たち社員を信用してくれていると思うから。

　だったら私も彼の言葉を信じよう。

「わかりました。じゃあ今後もよろしくお願いします」

「こちらこそ」

　改めて挨拶をし合うと、なんだか可笑しくてどちらからともなく笑ってしまった。

　それからふたりで作った料理を仲良く食べて、余ったおかずはタッパに詰めて……。時間はあっという間に過ぎていった。

　朔太郎さんと付き合い始めてから、彼の家を訪ねた時は必ず車で送り届けてくれる。

「あれ、誠君まだ帰ってきていないのか？」

　自宅前に着き、いつもは灯っている部屋の明かりがなく、真っ暗な家を見て彼が聞いてきた。

「はい、今日は塾が終わってから、友達と旅行に必要な物を買いに行って、そのままご飯を食べてくるから遅くなるみたいです」

　シートベルトを外しながら言うと、朔太郎さんは残念そうに言う。

「そうだったのか。だったらもっと美子と家で過ごせたな」

　拗ねた子供みたいな顔をする彼に、頬が緩む。

「でも朔太郎さん、仕事を持ち帰ってきたって言ってましたよね？」

「それはそうだが……。いつもこうして美子を送り届けて帰る時は、たまらなく寂しいんだ」

　そう言うと彼は、腕を伸ばして私の身体を引き寄せた。

「明日も会社で会えるし、明後日にはまた家に来るとわかってはいるが……名残惜しい」

　いつになく本音を漏らす彼に、母性本能をくすぐられる。でも私も同じ。こうして一緒にいられる時間が幸せだと感じるほど、別れる時は寂しくてたまらない。

「美子を補充してから帰らせて」

「えっ……あっ」

　最初は触れるだけの優しいキスだったのに、ぐいと後頭部を引き寄せられたかと思うと、唐突に口づけが激しさを増した。口内に深く入り込んだ舌が私の舌を執拗に責め立てる。

　エンジン音より、次第に舌同士が深く交わる水音が車内に響いていく。

　いつ、誰が通るかわからないのに……ずっと朔太郎さんとキスしていたいほど気持ちいい。

　お互いの息が上がり、思考が麻痺する。どれくらいの時間、キスを交わしていただろうか。名残惜しそうに朔太郎さんは私の唇を食み、ゆっくりと離れていった。

「だめだ、これ以上キスしたら止まらなくなる」

「……っ」

　吐息交じりの声は擦れていて色っぽい。言われた言葉に、かあっと身体中が熱くなる。

　恥ずかしくてとても言えそうにないけれど、私もずっと朔太郎さんとキスをしていたら、止まらなくなりそうで怖かった。

　もう心も身体も、朔太郎さんを受け入れる準備はできているのかもしれない。

「お楽しみは後に取っておく。……美子が泊まりにきてくれた日は仕事をしなくて済むよう、今のうちに片づけておくな」

「……はい、頑張ってください」

「ありがとう」

　最後にもう一度キスが落とされ、やっと身体は解放された。

　車から降りて運転席に回り込むと、朔太郎さんは窓を全開にして顔を覗かせた。

「それじゃおやすみ、美子」

「おやすみなさい」

　いつもだったら朔太郎さんは、私が家の中に入るのを見届けてから帰っていく。だからいつまで経っても家に入ろうとしない私に、不思議そうに聞いてきた。

「どうしたんだ？　美子。早く家に入りな」

「あ……えっと、今日は私が朔太郎さんのことを見送りたいなって思って」

「美子……」

　それにさっきのキスのせいで、まだ身体中が熱い。もう少し夜風に当たっていたいから。

「気をつけて帰ってくださいね」

　本当、彼の言う通り別れるのが名残惜しい。少しの時間でも一緒にいたくて、最後の悪あがきをしてしまう。

「わかってるよ。……じゃあ今日は先に帰るけど……本当に俺が帰ったらすぐに家に入ってくれよ？　それと連絡も入れて。ちゃんと家に中に入ったって」

「……はい」

　朔太郎さんの過保護ぶりに笑ってしまった。

「今度こそ帰るな」

　そう言うとなぜか私を見つめたまま、彼はそっと目を閉じた。

「え……朔太郎さん？」

　どうしたの？　急に目を閉じたりして。

「お別れのキス、美子からして」

「えぇっ!?」

　思いがけないお願いに、ここが外だということも忘れて大きな声が出てしまった。

　慌てて両手を口で覆うものの、朔太郎さんは目を閉じたまま「早く」と急かしてくる。

　たまらなく恥ずかしいけれど……でも、私もお別れのキス、したい。

　勇気を出して自ら彼にキスをした。

「ん、ありがとう。これで帰れる」

「……それはよかったです」

　嬉しそうに言う朔太郎さんに、胸の奥がむず痒い。

　今度こそ彼は「おやすみ、また明日」と言って、車を走らせていった。

「行っちゃった……」

　車が見えなくなってからポツリと漏れた声。

　やっぱり帰ってしまうと寂しさに襲われる。早く明日にならないかな。今別れたばかりなのに、もう会いたい。

　片想いしていた時からすごく好きだった。なのにこうして恋人同士になれて、同じ時間を過ごすたびにもっと好きにさせられている。

　大きくなる好きって気持ちは、無限じゃないかと怖くなる。これ以上朔太郎さんのことを好きになったら、私はどうなってしまうんだろうって。

　考え込んでいる間に、すっかり身体中の熱も下がって今度は肌寒くなる。

「そろそろ家に入ろう」

　踵を返し、バッグの中に入っている鍵を探しながら玄関へ向かっていると、急に背後から口を押さえられた。

「んんっ!?」

　声がこもり、苦しい。そのまま家から離れて細い路地裏に連れ込まれた。

　自分の身になにが起こっているのか理解できず、パニックになる。

　だけど背後から荒い息遣いが耳に届いて、誰かに襲われているんだとやっと認識した。

　いったい誰なの？　こんなことするなんて……！

　誰か分からないからこそ余計に恐怖心が増していく。

　相手は足を止めると、私の口を塞いだまま余裕ない様子で私の前に回り込んだ。そこで初めて対峙した相手は、朔太郎さんのマンションの住人で、何度か顔を合わせた際、挨拶を交わしたことのある男性だった。

　どうしてこの人が……？　いつからつけられていたの？　そもそもどうやって？　朔太郎さんの車で送ってもらったのに。

　パニックになりながらも、自分が今、非常に危険な状況下にいることだけは理解できる。

　どうしよう、ご近所さんは年配の人ばかりでいつも二十時過ぎには寝てしまう。その証拠に今の時間、明かりが灯っていない家のほうが多い。

　大声を出したくても口を塞がれているし、逃げたくても強い力で抑えられていてそれも叶わない。

　必死に考えれば考えるほど、逃げる術を絶たれていき怖くて涙が溢れ出した。

　すると男は、悲しげに顔を歪めた。

「どうして泣くの？　俺がキミを救ってあげるんだよ？　ここは喜ぶところでしょ？」

　どういう意味？　聞きたくても、口を塞がれていて聞くことができない。代わりに目で訴えると、男は光悦と語り出した。

「いつも俺が帰ってくる頃を見計らって家を出てきたんだろ？　俺が好きすぎて、挨拶するだけで精いっぱいだったんだよな？」

　な、に言って……！

　男の身勝手な思考に驚きを隠せない。

「俺がなかなかキミの気持ちに応えないから、あんな男を使って俺に嫉妬させようとするなんて……。そんなことをしなくても、俺はもうキミのことが好きなんだよ」

　私は好きじゃない。

　自分の意思を表示するように、首を力いっぱい横に振った。だけど彼の暴走は止まらない。

「もうあんな男を使って、俺に嫉妬させなくてもいいんだよ？　伝えたくても、あの男がいつも一緒で声をかけられず、キミの家を探るのにどれだけ苦労したか……。これ以上俺を嫉妬させないでくれ。なによりやりすぎだ。俺の前であ、あんなキスをするなんて……っ！」

　怒りを露わにしていく男に、恐怖心でいっぱいになる。

「幸い今日は家に誰もいないようだし、このままふたりでこの街を出て誰も知らない土地へ行こう。そこでずっとふたりで幸せに暮らすんだ」

　どうしよう……どうしたらいいの？　このままじゃ私っ……！　どうにかして逃げ出さないと。だけどどうやって？

　考えても答えが出ない。その間、彼はジリジリと私に顔を近づけてきた。

「本当は今すぐに、あの男が触れたこの唇を消毒したいところだけど、騒がれたら困る。……早く俺が運転してきた車まで行こうね。消毒はその中でたっぷりしてあげる」

　ニヤリと笑った男に、ゾッとする。

　私、この人から逃げることができるのだろうか。このまま二度と朔太郎さんに会えなくなったら……っ！

「さぁ、行こう」

　私の口を塞いだまま、ゆっくりと歩き出した男。だけどその時、近くに車が停車する音が聞こえてきた。

　すぐに男は足を止め、再び身をひそめる。次に聞こえてきたのはドアを閉める音。そして……。

「まだ明かりがついていない。連絡もないし、どこに行ったんだ……？」

　この声、朔太郎さん？

　彼の声に反応すると、さらに強い力で男に押さえつけられた。鼻まで手で覆われ息苦しい。だけど朔太郎さんが近くにいる今、どうにかして逃げないと。

　恐怖心に襲われながら必死に逃げる方法を模索していると、バッグの中に入っているスマホが鳴った。

　着信音に驚いたのか、一瞬男の力が弱まった。その隙を見逃がさず、必死に抵抗して男から離れた。

「朔太郎さんっ！」

　そして大きな声で彼の名前を呼び、この場から駆け出そうとしたものの、男に腕を掴まれた。

「待てっ！」

「いや、離してっ！」

　身体を大きく揺らして男を突き飛ばす。そのまま朔太郎さんの元へ駆け出した。だけど再び足首を掴まれてしまう。

「きゃっ!?」

　身体は大きくバランスを崩し、前のめりに倒れると、膝や腕に痛みがはしる。

「絶対逃がさない。キミは俺の彼女なんだから」

　再び口を手で塞がれ、圧し掛かる男の重みに、涙が止まらない。

　お願い、朔太郎さん気づいて。私はここにいるの。助けて……っ！

「んんっー!!」

　最後の力を振り絞って声にならない声で、朔太郎さんの名前を呼んだ時。

「美子っ!?」

　私の名前を呼ぶ声に顔を上げると、朔太郎さんと目が合った。

　朔太郎さんっ……！

「お前、なにやって……！　美子から離れろっ！」

　声を荒らげ駆け寄ると、勢いそのままに朔太郎さんは男を殴り飛ばした。

「大丈夫か、美子!?」

「朔太郎さっ……」

　差し伸べられた大きな手にすがりつく。

　よかった、朔太郎さんが助けにきてくれて。来てくれなかったら、もう二度と彼に会えなかったかもしれない。

　そう思うと涙が溢れて止まらなくなる。

「お、俺はなにも悪くないっ！」

　朔太郎さんに殴り飛ばされた男は起き上がり、躓きながら逃げていく。

「待てっ!!」

　すかさず追い掛けようとした朔太郎さんを、私は必死に止めた。

「やだ、行かないでくださいっ！」

　ギュッと腕にしがみついた。

　今、ひとりにしてほしくない。助かったはずなのに、まだ怖くて震えが止まらないから。

　すると朔太郎さんは膝を折り、優しく私を抱きしめた。

「ごめん、真っ先に抱きしめるべきだった」

　大好きな朔太郎さんのぬくもりに包まれ、大きな手が背中や髪を撫でていく。

　もう大丈夫とやっと安心できた私は、声を上げて泣いてしまった。










第七章

「絶対俺が守るから」











　空港の展望デッキで、誠が乗った飛行機が飛び立つのを、朔太郎さんと手を繋いで見送っていた。

「あ、動き出した」

　朔太郎さんの言う通り、一気に加速していき地上から飛び出していく。

「いっちゃったな」

「……はい」

　心配かけちゃったけれど、一生に一度のことだもの。どうか私のことは気にせずに楽しんできてほしい。

　飛行機が見えなくなり、朔太郎さんは私の様子を窺う。

「大丈夫か？　……偉かったな、誠君の前で笑顔を絶やさずにいて。きっと誠君も美子の気持ちを理解したと思う。十日後、楽しかったって言いながら帰ってくるよ」

　そう言うと朔太郎さんは私に寄り添う。

　肩越しに彼のぬくもりを感じると、自分でも驚くほど安心できるんだ。

　二日前の夜。騒ぎを聞きつけた近所の人が外に出てきてくれて、朔太郎さんから事情を聞くと、すぐに警察に通報してくれた。

　朔太郎さんについてもらいながら警察に説明し、詳しい事情聴取は次の日に持ち越された。

　帰宅した誠はショックを受け、この日に限って友達と遊びに行ったことをひどく後悔した。

　誠のせいじゃないと言っても、自分を責めるばかり。

　でもずっとついていてくれた朔太郎さんが誠に、「そうして自分を責めていると、ますます美子がつらい思いをするだけだ」と言ってくれて、誠を宥めてくれたんだ。

　そのまま朔太郎さんは家に泊まり、次の日、警察の事情聴取のために私と一緒に会社を休んでくれて、警察署まで付き添ってくれた。

　犯人は朔太郎さんのマンションの住人だということはわかっていたから、昨日の夜のうちに捕まったと報告を受けた。

　それなのに警察署内ですれ違う男性がみんなあの男に見えて、朔太郎さんに手を繋いでいてもらわないと歩けなくなってしまった。

　このことは誠には言っていない。言ったらまた心配かけちゃうから。

　家では平気なフリをして、誠を空港まで送り届けた。誠が留守の間、朔太郎さんが家に泊まってくれることになったこともあり、元気な私と彼に見送られ、誠は安心して旅立っていった。

　空を見上げれば、雲ひとつない青空が広がっている。

　もう犯人も捕まった。怯えて過ごすことなんてないのに。……この綺麗な青空のように、晴れやかな気持ちになれたらいいのに。

　それができないせいで、こうして朔太郎さんにも迷惑をかけている。

　昨日仕事を休ませてしまい、十日間家にいてもらうことになってしまったのだから。

　朔太郎さんだけじゃない、会社のみんなにもだ。今のままでは出勤などできそうにない。昨日から誠が帰ってくるまで、有休を取ることになったから。

　本当に申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「美子、そろそろ帰ろうか」

「あ、はい」

　返事をすると朔太郎さんは、強く手を握ってくれた。

　早く忘れたい。今のままでは誠がいないからこそ朔太郎さんも、来週から会社を休むと言いかねない。

　この土日で少しでも忘れられたらいいのに……。

　帰りにスーパーに寄り、食材を選んでいる途中も男性とすれ違うたびに、やはり身体は過剰に反応してしまった。




　帰宅後、「夕食は俺に任せて」と言う朔太郎さんに甘えて、リビングからキッチンに立つ彼を眺めていた。

　私の家で、朔太郎さんがエプロンをつけて料理しているなんて新鮮。

　最初は余裕たっぷりで調理し始めたけれど、ところどころ迷いながら、アタフタする姿に、またなんとも言えない気持ちになる。

　朔太郎さんが作ってくれたのは、ビーフシチューとサラダだった。

「とっても美味しいです」

　食べて感想を伝えると、朔太郎さんは安心した様子。

「よかった。……あ、おかわりあるからな」

「はい！」

　他愛ない話をしながら食べ終え、仲良くふたりで片づけを済ませ、交代でお風呂に入った。

　昨日までは誠もいたから、入浴後は三人でゲームをしたりしていたんだけれど、今夜からふたりきり。

「そろそろ寝ようか」

「……はい」

　見ていたバラエティー番組も終わり、私の部屋へと向かう。

　朔太郎さんは寝る時、ずっと私のことを抱きしめてくれる。それは起きるまでずっと。おかげで私は嫌な夢を見ることなく、眠ることができていた。

　今夜もベッドに入ると、肩までしっかり布団をかけてくれて、優しく私の身体を抱き寄せた。

「今日は疲れただろ？　明日はゆっくり寝ていよう」

　甘い声で囁かれ、嬉しいと同時に申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　木曜日の夜から、ずっと私のそばにいてくれている。片時も離れずに。

　仕事をしている様子も見られない。……迷惑、かけているよね。私。

　瞼を閉じると、あの日の男の顔が嫌でも脳裏に蘇る。どうやったら記憶を消すことができるんだろう。

　触れられたところすべてが気持ち悪い。自分の身体なのに、違う気がしてしまうほど。

「美子？　大丈夫か？　震えてる」

「あっ……」

　いつの間にか身体が震えていて、朔太郎さんが背中を撫でてくれた。

「暗いから思い出したか？　大丈夫、俺がいるから。……もし暗いのが嫌だったら、電気を点けて寝ようか？」

「いいえ、大丈夫です」

　彼の優しさに泣きそうになる。

　本当だったら今夜から朔太郎さんのマンションに泊まって、甘い一夜を過ごすはずだった。彼のぬくもりに直に触れて、幸せな気持ちに包まれるはずだったのに……。

　どうして私が覚えているのは、あの男のぬくもりや息遣いなんだろう。あんなの今すぐに忘れたいのに。

　そう、だよ。私が身体や脳に刻み込みたいのは朔太郎さんのぬくもりだけ。もう忘れたい、彼に上書きしてほしい。

　その思いは強くなり、「美子？」と心配をする彼に、自ら口づけをした。

「え……美子？」

　突然のキスに驚く朔太郎さんに懇願した。

「朔太郎さん、抱いてください」

「――え」

　目を丸くさせる彼に切実に訴えた。

「抱いてほしいんです」

「いや、でも……大丈夫なのか？」

　心配する朔太郎さんに、大きく頷いた。

「だって私、まだあの男のぬくもりや息遣いを覚えているんです。……こうして朔太郎さんに抱きしめられている今も。それがたまらなく嫌なんです」

「美子……」

　早く忘れたい、忘れさせてほしい。

「朔太郎さん、上書きしてください。私の中、朔太郎さんでいっぱいにしてください」

　抱いてほしくて、ギュッとしがみついた。すると彼も答えるように私の身体をきつく抱きしめる。

「いいのか……？　本当に。無理していないか？」

「無理なんてしていません」

　すぐに答えると、離された身体。仰向けにされるとそのまま彼が覆い被さってきた。

　暗闇の中でも目が慣れてきて、苦しげに私を見下ろす朔太郎さんが、視界いっぱいに広がる。

　朔太郎さんに抱かれたいと望んでいた。それが今、叶うんだ。

　自ら腕を伸ばして彼を引き寄せた。

「お願いです。……早く朔太郎さんでいっぱいにしてください」

　自分でも驚くほど出た大胆な言葉。でもこれが私の本音。早く彼のぬくもりに触れたいから。

「……嫌になったら言ってくれ」

　ゆっくりとキスが降りてきて、唇の柔らかさ、熱さを感じ胸が苦しくなる。

「……美子」

　私の名前を呼びながら、朔太郎さんは頬や額、耳朶とキスを落としていく。

「や……あぁっ」

　耳朶を舐められ、その水音が響いて甘い声が漏れる。

「美子の気持ちいいところ、たくさん教えて」

「え……？」

　耳元で囁かれても、甘い刺激に身体が疼いてまともに答えられない。それを知ってか、朔太郎さんはクスリと笑うと首筋に舌を這わせた。

　そのまま唇が首筋をなぞり、鎖骨に到達するとそこで彼は動きを止めた。そのまま顔を上げて私の様子を窺う。

「大丈夫か……？」

　どこまでも私を気遣う優しい彼に涙が零れ落ちた。途端に彼は狼狽えだす。

「やっぱり嫌だったか？　ごめん」

　すぐに涙を拭ってくれた朔太郎さんに、首を左右に振った。

「違うんです。朔太郎さんがあまりに優しいから。……どうしてそんなに優しいんですか？」

　聞くと朔太郎さんは目を細めた。

「そんなの、美子が好きだからに決まってるだろ？　それに悪いけど優しくするのは美子だけ。……他の人には同じように優しくはしない。美子だからだよ」

　涙をペロリと舐められ、そのまま唇を塞がれた。

「嫌じゃないなら、このまま続けるよ？」

　キスの合間に聞かれ、私は何度も首を縦に振った。

　お互いの唾液が交じり合うほど舌を絡ませると卑猥な音が響く。歯茎を撫でると、彼の舌が深く入り込んできて息苦しい。

　それでもキスをやめてほしくなくて、彼の首に腕を回して必死に応えていく。

　キスに溺れている間に、朔太郎さんは器用に私のパジャマのボタンを外し、ズボンも一気に脱がされた。

　ブラジャーとショーツ姿になった私の身体を、彼は熱っぽい目で見下ろす。

「あ、あまり見ないでください」

　まじまじと見られると恥ずかしくなり顔を背けた。

「どうして？　……綺麗なのに」

　彼のしなやかな指が、胸の膨らみに触れる。

「美子……俺につかまって」

　言われるがまま彼の首に腕を回すと、少しだけ浮いた身体。朔太郎さんは素早くブラジャーのホックを外した。

　パサッと床に落とすと、露わになった胸を朔太郎さんの大きな手が優しく包み込む。

　揉みしだかれ、先端をギュッと摘まれるたびに身体が一々反応してしまい、声が出そうになるのを必死にこらえた。

　だけどそれも少しの間。ツンと尖った頂にかぶりつかれた。

「あああっ……！　んんっ」

　一度漏れた声は、朔太郎さんの舌が何度も頂を転がし、吸いつくたびに漏れ響く。

「美子」

　私の名前を愛しそうに呟きながら、唇を塞いだ。胸への刺激を休めることなく口内を舌が動き回る。

　与えられる刺激に、ただ喘ぐことしかできない。

　ゆっくりと唇が離れると、小さな輝きを引く糸が現れ、すぐに淡く消えていく。朔太郎さんはそのまま身を離すと、纏っていた服を脱ぎ始めた。

　シャツの下から現れたのは、美しく鍛え上げられた肉体だった。茫然と身につけているものを剥いでいく姿に見惚れてしまう。脱いだ服をベッド下に放り投げるその動作が、艶めかしく感じる。

　お互い下着一枚しか纏っていない姿になると、朔太郎さんは私の横に寄り添い、ショーツに手を伸ばした。

　頬にチュッとキスをしながら触れたそこは、自分でも濡れているのがわかり恥ずかしくなる。

「よかった、濡れてる」

　それなのにわざと口にして言う彼が恨めしい。

　ショーツも脱がされ、私はとうとう一糸まとわぬ姿となってしまった。羞恥に頬が熱くなる。

「痛かったら言って」

　どこまでも私を気遣いながら、朔太郎さんの長い指が一番恥ずかしいところに直に触れた。

　私を追い立てるように動く指。敏感な芯を優しく撫でたり、押し潰されたり。

「あっ、やぁぁっ」

　痛くなんてない。ただ、襲ってくる快楽の波に耐えるのがつらいだけ。

　彼の指が充分潤ったそこに、ぐぷりと音を立てて私の中に沈み込んだ。

「んんっ」

　最初は入り口を行き来していた一本の指が二本に増やされ、さらに奥へと進んでいく。

　休む間もなく襲われる刺激に、息も絶え絶えになる。

「朔太郎さっ……待って」

「待てない。それにまだまだ美子を気持ちよくさせていないだろ？」

　ニヤリと笑うと私の中から指を抜く。するとベッドに力なく横たわる私の両膝を持ち上げ、大きく開かせた。そのまま彼は自分の肩に私の足を担ぎ上げる。

　丸見えの状態に、泣きたくなるほど恥ずかしい気持ちでいっぱいになる。

「やだ、見ないでください……！」

「無理。美子の全部、ちゃんと俺に見せて」

　太腿を手で愛撫しながら、私の秘部に唇を寄せた。

「やぁっ……！」

　見ていられなくてギュッと目を閉じた瞬間、身体中に甘い刺激がはしる。

　秘芽を吸い上げながら、蜜が滴る熱い場所へ指が入ってきた。ゆっくりと出し入れされる指と、舌の愛撫に頭がおかしくなりそう。

　逃げようとしても、がっちり足を掴まれていてそれは叶わない。その間も秘芽を舌で転がされ、二本の指はバラバラと動き、激しく出し入れされる。

　グチュグチュと厭らしい音が部屋中に響く中、ある場所を執拗に責められた。

「あああっ――!!」

　快楽の大きな波がやってきて、ギュッとシーツを掴み身体を大きくのけ反らせた。

　達してしまい、呼吸が乱れ肩を上下させて整えていると、自分の唇を親指で拭いながら私の顔を覗き込んできた。

「気持ちよかった？」

　甘い囁きに何度も首を縦に振る。

　何度か経験しているのに、こんなに気持ちいいのは初めて。

「よかった、ちょっと待ってて」

　朔太郎さんは指についた私の愛液をぺろりと舐めると、下着姿のまま部屋を出ていった。

　どこに行ったんだろう。

　呼吸を整えながら彼の帰りを待っていると、すぐに戻ってきた。そして再び私に覆い被されると、甘いキスが落とされる。

「ごめん、大切なものを取りにいってた。……よかった、常に持ち歩いていて」

「え？」

　朔太郎さんは下着を脱ぎ捨てて、持ってきたものを私に見せてくれた。

「あっ……！」

　朔太郎さんがなにを取りにいったのか理解できると、恥ずかしくて目を逸らした。

　いや、必要なものだけど見せられると……。

　羞恥心でいっぱいになっている間に、彼はパッケージを開けてゴムを取り出した。

　なんとなく見ちゃいけないと思いつつ、気になりチラチラと見てしまう。朔太郎さんは破裂しそうなほどいきり立っているモノにゴムを被せ、再び私に覆い被さってきた。

　いよいよかと思うと、腹部がキューっとなる。

　私の秘部にあてがられ、愛液でぬるぬると滑らせる。入りそうで入らないもどかしさに息が上がる。

「美子……もし怖くなったり、痛かったりしたら遠慮なく言って」

　そう言うけれど、朔太郎さんもつらいのか息が荒い。本当にどこまでも優しい彼に愛しさが込み上げる。

「朔太郎さん、きて……」

　手を伸ばして彼を求めると、朔太郎さんは苦しそうに顔を歪めた。

「……っ！　あまり煽らないでくれ。止まらなくなる」

　そう言いながら、ゆっくりと入ってきた朔太郎さん。つらいはずなのに、私を気遣って動こうとしない。

「朔太郎さん……？　動いていいですよ？」

　痛くないし、怖くもない。だって今、私の中は朔太郎さんでいっぱいなのだから。

　すると私を見下ろしていた彼は、大きく息を吐き出した。

「あまり可愛いことを言わないでくれよ。優しくしたいのに……」

「優しいですよ、ずっと。……だから少しくらい、激しくしてください」

　だってさっきから私ばっかりが気持ちよくなっている。朔太郎さんにだって気持ちよくなってほしいから。

　なんてことは当然言えるはずもなく、必死に彼にしがみついた。

「本当にいいんだな？」

　こめかみにキスをしながら問われ、大きく頷いた。

　最初はゆっくりと腰を動かし始めた。そのたびにグチュッと蜜の音が響き、耳を覆いたくなる。でもすぐにそんなことを気にする余裕もなくなった。

　速さを増す腰の動きに、翻弄されていく。

「美子……っ」

　吐息交じりに私の名前を呼び、胸を愛撫したり、秘芽を摘んだりして快楽の刺激をされ呼吸さえうまくできなくなる。

「あっ、あぁっ……あんっ！」

　荒々しく繰り返される抽送に、押し出されるように声が出た。そして限界まで押し込まれた朔太郎さんの熱が、私の中で弾けた。

　身体を震わせながら圧し掛かる重みを抱きしめて、甘い余韻に酔いしれる。

　お互いの呼吸は荒くなっているのに、どちらからともなく唇を合わせた。

「んっ……」

　苦しいのに自ら朔太郎さんの舌に自分の舌を絡ませ、求めてしまう。次第に呼吸も落ち着いてくると、彼は鎖骨や胸元と至るところに赤い印をつけた。

「大丈夫か？」

「……はい」

　裸のまま抱き合って、お互いのぬくもりを感じながら、幸せを噛みしめる。

「一昨日のこと、思い出したりしなかったか？」

「大丈夫です。……私の中、朔太郎さんでいっぱいにしてもらえましたから」

　なんて自分で言っておきながら恥ずかしくなる。

　朔太郎さんの胸に頬を寄せると、驚くほど彼の心臓の動きが速かった。すぐに顔を上げると、朔太郎さんの耳は赤く染まっている。

「可愛いことを言う美子が悪い。……もう一回シたくなった」

「え、えっ？」

　あっという間に組み敷かれ、荒々しく唇が奪われた。

「ずっと大切にする。……もう二度とつらい思いをさせないから」

　キスの合間に囁くように言うと、朔太郎さんは額にリップ音を立ててキスした。そして愛しそうに私を見つめる。

「絶対俺が守るから」

「朔太郎さん……」

　嬉しくて涙が零れ落ちた。

「愛してるよ、美子……」

　涙を掬ってくれると、再び塞がれた唇。私も彼の大きな背中に腕を回して伝えた。「私も愛してます」と――。










第八章

「大好きだよ」











　カーテンの隙間から差し込む朝陽に目が覚めると、タイミングよくセットしておいた目覚まし時計が鳴った。

「んっ……もう朝か？」

　長い腕を伸ばして目覚ましを止めると、朔太郎さんは私の身体を引き寄せた。

「おはようございます、朔太郎さん。そろそろ起きないと」

「それはわかってるけど……もう少しだけ」

　触れるだけのキスを落とすと、彼の手は忙しなく私の身体を撫で始めた。

「やっ……！　ちょっと朔太郎さん？」

「少しだけ」

　布団の中に潜り込むと、服を捲り上げて胸元に顔を寄せた。

「あっ……」

　朝から甘い刺激に声が漏れた時、勢いよくドアが開いた。

「ふたりともいい加減起きて……って、なにやってるんだよ!!」

　布団の中に潜っている朔太郎さんと、顔が熱い私を見て状況を理解したのか、起こしにきた誠が声を荒らげたのは言うまでもない。




「まったく、信じられない。健全な高校生男子が同じ屋根の下にいるってこと、そろそろ理解してくれる？　もう何度目だよ、あんな見たくもない場面に出くわしたのは」

　自分の作った朝食をパクパクと口に運びながら文句を言う誠に、私と朔太郎さんはただ、苦笑いを浮かべることしかできない。

「仲が良いのはいいことだけど……俺が見てないところでしてくれよ」

「わかったよ」

　なんて返事をする朔太郎さんにギョッとする。

「そうだ、今日は塾ないから朔太郎さん仕事が早く終わったら、一緒にゲーム買いに行かない？　この前話してた新作が今日発売するんだ」

「そうなんだ、じゃあ今日はなんとしても早く帰ってくるよ」

「やった、楽しみ！」

　私をそっちのけにして、ふたりで楽しそうに話し始めた。

　最初は誠が海外研修旅行から帰ってくるまでの、限定同居だった。でも誠が戻ってきてからも、朔太郎さんはうちにいる、

　彼の住むマンションには、あの男が住んでいた。私が訪れるたびに思い出すんじゃないかと心配し、なんと契約を解除してしまった。

　叔母さんの会社に頼んでいた家政婦も契約解除し、私も事件をきっかけに、叔母さんの会社での仕事を辞めることとなった。

　事件を知った叔母さんもまた、「私が行かせなければ……」と自分を責めていた。だけど叔母さんがあの日、私に朔太郎さんの家に行くよう頼んでくれなかったら、今の幸せはない。

　あの事件はつらく、悲しいものとなってしまったけれど、叔母さんを恨んだことなど一度もない、むしろ感謝している。

　それを伝えると、叔母さんはどうにか安心してくれた。

　そんなわけで今は三人、一緒に暮らしている。

　まるで本物の家族のような、温かくて幸せな日々は怖くもある。朔太郎さんとの毎日は、まるで夢のようだから。




「はいはい、ごちそうさま。大丈夫、夢じゃなくて現実だから安心しなさい」

　バカにしたように言う香苗に、ムッとなる。

「もう、香苗ってば。私は本気で悩んでいるんだよ？」

　この日の昼休み、いつものように香苗と会社近くにあるカフェにやって来た。そこで今の切実な悩みを打ち明けたわけだけど、さっきの答えが返ってきたのだ。

　だけど香苗は呆れた様子で、パスタを器用にフォークに巻きつけていく。

「本気の悩みが幸せいっぱいで、微笑ましいを通り越して殺意を覚えるわ。……それにしても南波社長ってば、どこまでも素敵ね。美子の家に越してくるなんて、愛されていなければできない行動だと思うよ？」

「……う、ん」

　しみじみと言われ、恥ずかしくなる。すると香苗は私の様子を窺いながら聞いた。

「もう、あの日のことを思い出すことはなくなった？」

　心配そうに私を見ている香苗を安心させるように、笑顔で伝えた。

「うん、大丈夫。……ごめんね、心配かけて。もう平気だから」

「……それならいいけど」

　あの事件から一ヵ月が過ぎた。香苗に話した通り、今では思い出すことも減っている。それでもやっぱり、ふとした瞬間に思い出すことがあるけれど、こうして心配してくれる香苗や誠、なにより朔太郎さんがいる。

　私は少しずつ、これまで通りの暮らしに戻ることができるようになった。とはいえ、二週間以上会社を休んでしまった。その理由は病気で入院していたことになっている。

　事情を知っているのは香苗と、朔太郎さんの秘書の橘さんだけ。

　橘さんには大変お世話になった。会社への事情説明やフォローに至るまで全部。私が抜けた分、うまく人事配置してくれたとか。本当にとても感謝している。おかげですんなり会社復帰できたから。

「だけどもしなにかあったら、いつでも言いなさいよ？　フラッシュバックすることもあるようだから」

「うん、ありがとう」

　香苗なりに色々と調べてくれたようで、本当に彼女にも頭が下がる。

　食事を終え、運ばれてきたアイスコーヒーにミルクとガムシロップを入れると、ストローでグルグルかき混ぜながら香苗が言う。

「それにしても一緒に暮らしているのに、まだ会社には公にしないの？」

「うん、今はまだこのままでいいかなって朔太郎さんと話していて……」

　バレる時はバレるだろうし、自然に身を任せようということになった。いきなり結婚しますと言って、バレるのも面白そうだなんて彼は言っている。

「まぁ、私は美子が幸せならそれでいいけど。……結婚式には絶対呼んでよね？　友人代表スピーチは任せてよ？」

「香苗ってば気が早すぎ」

　なんて言いながら、そんな未来が早くきてくれたら……。そう願わずにはいられなかった。




　それから香苗と会社に戻って午後の勤務にあたり、終業時間を三十分過ぎて退社すると、ビルの入り口に橘さんの姿があった。

　私を見つけるなり、真っ直ぐこちらに駆け寄って来る。これはもしや……。

「黒田さん、お疲れ様でした。……社長がお待ちです」

　あぁ、やっぱりそうだった。

　秘密の社内恋愛中の私たちの事情を知る橘さんは、朔太郎さんにこうして事あるごとに使われまくっている。

　一緒に帰れる時は、橘さんを私の迎えに寄越す。それがものすごく申し訳なくて、恐縮していた。

「どうぞこちらです」

「はい」

　言われるがままついていった場所は地下駐車場。

　見慣れた車の運転席には朔太郎さんが乗っていて、私たちを視界に捕らえると車から降りてきた。

「お疲れ、美子」

「朔太郎さんもお疲れ様です」

　橘さんが隣にいるというのに、朔太郎さんはこちらに歩み寄ってくると、そのまま私を抱きしめた。

「ちょ、ちょっと朔太郎さん!?」

　チラチラと橘さんを見てしまうと、彼は大きく咳払いをした。

「では社長、私はこれで。……今夜は遅くまでゲームをなさるつもりらしいですが、明日の朝、遅刻だけはしないでくださいね？」

「あぁ、わかってる。ありがとうな橘」

　チクリと嫌味を言った橘さんだけど、朔太郎さんにお礼を言われると照れくさいのか、そっぽを向いた。

「いいえ、これも仕事のうちですから。……では失礼します」

「お疲れ」

　丁寧に一礼して去っていく橘さんを見送ったあと、朔太郎さんは私の肩を抱いて車へと向かう。

「あの、いつも悪くないですか？　橘さんにこんなことまでさせてしまい」

　さっき彼は「これも仕事のうち」だなんて言っていたけれど、完全に業務外のことだよね？

「大丈夫、橘は俺の仕事が円滑に回るなら努力を惜しまないやつだから」

「そう、なんですか？」

「あぁ」

　朔太郎さんはそう言うけれど、やっぱり悪いよね。今度改めてお礼を言おう。

　車に乗り込むと、彼はエンジンをつけて愛しそうに私を見つめた。

「今からふたりで誠君の学校まで迎えにいこう。それからゲームを買いにいって、今夜は外で食べようか」

「いいですね」

　これからの予定を立てていると、自然と笑みが零れる。

　だけどいつまで経っても朔太郎さんは、車を発進させようとしない。

「あの、朔太郎さん？」

　どうしたんだろうと思い隣を見ると、朔太郎さんは身を乗り出して私の唇を塞いだ。

　すぐに離れると、彼は嬉しそうに笑う。

「ごめん、無性にキスしたくなって。……今夜は美子を抱けそうにないから、今のうちに補充させてくれる？」

「な、なに言って……！」

　とはいうものの、求められたら抗えるはずもない。

　狭い車内で私たちは何度も唇を重ねた。

　これから先の未来など、どうなるかわからない。でも彼のぬくもりを感じるたびに、朔太郎さんとならずっと一緒にいられる気がするの。

「……そろそろいこうか、でないと誠君に怒られそうだ」

　名残惜しそうに言うと、シートベルトをつける朔太郎さん。そんな彼が愛しくて、胸がギュッと締めつけられる。

「朔太郎さん」

　名前を呼びそっと頬にキスを落とすと、彼は目を丸くさせた。そんな姿も好きだなって思う。

「大好きです」

　愛の言葉を口にすると、朔太郎さんは大きくため息を吐き、せっかくつけたシートベルトを外した。

「俺も大好きだよ。……もういいや、あとで誠君にたっぷり怒られよう」

　クスクスと笑いながら再び唇を重ね合わせた。

　今はまだナイショの社内恋愛。……でもナイショじゃなくなる日も、そう遠くないはず。
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